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特集
S P E C I A L
E D I T I O N1

北播磨総合医療センターは開院から2年半、一般病棟のフルオープンから1年が経過し、患者数
は順調に伸びています。今月号では三木市民の皆様の利用状況や今後の経営改善の方向性、紹介
状が必要な診療科等についてお知らせします。 ■問北播磨総合医療センター

　☎�88－8800

1 医療センターの稼働状況

紹介状が必要なのは2診療科のみです紹介状が必要なのは2診療科のみです紹介状が必要なのは2診療科のみです
～ 地域とともに歩む北播磨総合医療センター ～

4月からリウマチ・膠
こう

原
げん

病内科やロボット
手術の専門医が着任し、医療センターの常勤
の医師数は132人となり、旧市民病院（H23）
の約3倍となりました。〈表1〉
2月の1日平均入院患者数は395人で開院以
来最高を記録し、また、外来患者数は921人
と入院・外来ともに北播磨及び東播磨圏域で
トップの稼働状況となっています。
また、三木市民の利用状況も旧市民病院（H23）と比較すると1日平均患者数（入院と外来の合計）
で約1.3倍、三木消防からの救急搬送者数は約1.4倍に増えています。〈表2・3〉

▲北播磨総合医療センター全景

〈表1〉常勤医師数

（注）医師数は研修医含む
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〈表2〉三木市民1日平均患者数
　　　（入院と外来の合計）
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〈表3〉三木消防救急搬送者数
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大
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診
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紹
介
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必
要
で
あ
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と
い
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多
い
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も
課
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で
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今
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号
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い
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ま
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地
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く
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と
が
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。

市
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市民の皆様の市政に対するご意見、ご提案
をお待ちしています。
●市長メールアドレス：mayor@city.miki.lg.jp
●「市長のふれあいページ」は、「市ホームページ」をご覧ください。
●市ホームページアドレス：http://www.city.miki.lg.jp/

市長の

三木市長

薮 本 吉 秀

医療センターは順調な稼働を維持していますが、開院後5年間
は医療機器や電子カルテシステムなどの初期投資の減価償却費の
負担が集中し、赤字の大きな要因となっています。
そのため、三木市の一般会計からの繰出額は5年間、旧市民病

院とほぼ同じ水準で推移しますが、償却負担が平準化する6年目
（平成30年）以降は減少する見込みです。〈表4〉
また、国の新公立病院改革ガイドラインに基づき28年度中に改

革プラン（H28～32）を策定し、病院独自の経営改善に取り組み
早期の経営安定化をめざします。

医療センターでは急性期病院として一般外来だけでなく専門外
来の充実にも力を入れています。
初診に必ず紹介状が必要な診療科は、全33科のうち上記の2科の

みとなっており、その他の診療科では紹介状なしで受診できます。
なお、待ち時間対策も兼ねて一部診療科では完全予約制を導入し
ています。詳しくは医事管理課にお問い合わせください。

医療センターでは地域医療連携を進めています。「かかりつ
け医」がある場合は、「かかりつけ医」から事前に医療センター
の診察をFAX予約できますのでご利用ください。

2 経営の健全化に向けて

3 紹介状が必要な診療科  ～整形外科・神経内科～

FAX予約について

〈表4〉繰出金（三木市負担分）の推移

▼旧市民病院の水準
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2 まちづくりの3本柱

新たな課題を解決するため、今年度はまちづくりの3本の柱によって、三木の創生を力強く推
進するとともに、まちづくりのベースとなる重点事業を実施し、市民の皆様のくらしを守ります。

1 10年間の取組と今後の方向性など

合併から10年が経過しました。平成27年10月1日現在の国勢
調査の人口は77,310人（10年前は84,361人）と依然として減少
していますが、減少のカーブは緩やかになっており、この10年
間の取組の成果が表れつつあるとも言えます。今後は三木市創
生計画を着実に進め、若者に魅力あるまち・多世代共生のまち
づくりに取り組みます。

1 しごとを創る
若者に魅力のある多彩な「しごと」をつくり、市内での雇用を

確保。所得水準の底上げを図り、若者の定住を促進します。
①既存産業の振興
金物産業、商業、中小企業、農業などの振興

②大型集客施設の誘致
若者に魅力のある新たな「しごと」の創出

3 教育・福祉を充実する
切れ目のないサービスを提供する教育・保育を充実するととも

に、生涯を通じそれぞれのライフステージに応じた支援を提供し
ます。
①教育の充実
・幼保一体化の本格実施　・特別支援教育の充実
・英語教育の充実

②福祉の充実
・切れ目ない子育て支援「三木版ネウボラ」の実施　
・互助による高齢者生活支援

2 まちのにぎわいを創る
すべての市民が健康で生きがいを持ってくらせるまち、市内外

の多くの人が交流するまち、人口減少社会に対応したまちをめざ
します。
①生涯活躍のまちづくり
・緑が丘をモデルとした多世代共生のまちづくり
・多世代交流の拠点づくり

②にぎわいづくり
・歴史資料館、別所ゆめ街道、総合体育館の整備

③スマートでコンパクトなまちづくり
・公共交通の利便性向上、活性化　・循環型社会の創造
・公共施設の適正管理

4 その他の重点事業
①安全安心なくらしを創る
・し尿収集の維持　・地域の防災力の向上

②地域医療を守る
・北播磨総合医療センターの経営安定支援

平成28年度所信表明

くらしの豊かさを実感し、いつまでも住み続けたくなるまちを創りますくらしの豊かさを実感し、いつまでも住み続けたくなるまちを創りますくらしの豊かさを実感し、いつまでも住み続けたくなるまちを創ります
平成28年度は27年度に策定した三木市創生計画を本格的に実施に移す年です。市民の皆様と力
を合わせて明るく豊かなまちづくりを進めます。 ■問（市）企画調整課

１ 地域経済の再生
・中小企業振興条例の制定
・中小企業サポートセンターの設置
・企業誘致（ヤクルト、コストコなど）
・定期市（マルシェ）の開催
・山田錦生産拡大対策　など

若者が魅力を感じる
多様な職種・職場が
少ない

・雇用の場の拡大
・魅力ある新たな「しごと」
の創出

10年間の取組 　 新たな課題 今後の方向性

・所得水準の向上
・若者の転出に歯止め

3 超高齢社会への対応
・北播磨総合医療センターの開設
・医療センター直通バスの運行
・バス交通の市内均一料金化
・全公民館にまちづくり担当を配置
など

単身、夫婦のみの
高齢者世帯の増加

地域の支え合いによる高齢
者支援など、さらなる「福
祉の充実」

生涯にわたって健康で生き
がいのあるくらしを支援

2 人口・若者対策
・話せる英語教育の充実
・図書館の新設
・若者世帯住宅取得助成
・保育料50％軽減
・中学生まで医療費無料化　など

・若い世代の転出が続
いている
・若者が楽しめる娯楽
の場が少ない
・若者や子育て世帯が
求める賃貸住宅や集
合住宅が少ない

・若者に魅力ある「まちの
にぎわい」が必要

・若い世代が住みたくなる
住環境の整備

・さらなる「教育の充実」

・若者･子育て世代の定住促進
・多世代交流･共生による「生
涯活躍のまち」づくり

～三木創生の実施元年～
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〈表４〉特別職等の年収の状況

平成27年度は平成17年度と比較して正規職員の人件費が19億2千5百万円（31％）減少する一方、
非常勤職員の賃金は2億7千百万円（44％）増加。その結果、合計では16億5千4百万円（24%）減
少しています。〈表３〉

〈表３〉決算額の推移（一般会計） （単位：百万円）
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〈表５〉役職別平均年収（各年1月～12月） （行政職給料表適用者、全ての会計、単位：万円）

H17区　　　　分
H27－H17
増減

部長・理事（7・8級）
課長・副課長級（6級）
課長補佐・係長級（4～5級）
一 般 職（1～3級）
全 　 　 　 　 体

945
873
798
605
741

H21

885
825
766
567
689

H20

923
848
790
583
711

H19

920
861
779
570
708

H18

901
860
781
585
715

H22

853
790
740
548
664

H23

856
785
728
559
665

H24

857
773
727
569
667

H25

846
765
739
559
662

H27

886
788
748
549
664

H26

843
765
740
567
667

△ 59 
△ 85 
△ 50 
△ 56 
△ 77 

※平成21年7月～平成26年3月まで継続した給与カットを平成26年4月に解除。

※人件費（賃金）には、事業主が負担すべき共済費（社会保険料）・退職手当負担金（雇用保険料）
　を含んでいます。

年収の状況

職員にかかる経費の状況

市　　　長
副　市　長
教　育　長
議　　　長
副　議　長
議　　　員

980 , 0 0 0円
830 , 0 0 0円
710 , 0 0 0円
554 , 0 0 0円
478 , 0 0 0円
423 , 0 0 0円

4 . 2月

報酬等（月額） 期末手当等
（支給割合）

1 , 6 4 9
1 , 3 9 6
1 , 1 9 4
9 3 2
8 0 4
7 1 1

職　　　名 年収（万円）
（H27.1月～12月）

※それぞれの役職を1年間務
めた場合に、実際に個人に
支給される金額（税引前）
です。

781716
6,264

6,877
613

H17 H24 H25

5,860

6,458

598

H18

5,655

659

H19

5,563

6,239

676

H20

5,148

645

H21

4,953

5,633

680

H22 H23

5,074

5,717

643
5,4255,4255,4255,425

642

H26

884
4,783 4,554 4,538

5,223

H27
（見込）

4,339
年度

みっきぃナビ三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

人件費賃　金

5,2705,270 5,3195,319

5,7935,793

6,3146,314
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平成27年度は平成17年度と比較して人口千人当たりの職員数は2.4人減少しています。〈表２〉

〈表２〉人口千人当たりの正規職員数（一般会計）

年度

市職員の給与等を公表します
より透明性のある行政を進めるため、市民の皆様に市の正規職員・非常勤職員（嘱託職員・
アルバイト職員）の給与や人数などについて平成27年度の状況を公表します。

平成17年度からの職員数の推移をみると、正規職員は231人（33％）減少し、非常勤職員は
129人（49%）増加しています。
正規職員は適正な職員数をめざして削減してきた一方、子育て支援や教育環境を充実したた
め、非常勤職員が増えています。〈表１〉             

〈表１〉職員数の推移（一般会計） （各年度４月１日現在、単位：人）

年度

1,000

900

800

700

600

500

400

（各年度４月１日現在、単位：人）

正規職員嘱託職員アルバイト職員

職員数の状況

人口千人当たりの職員数

5.95.9

H17

8.3

6.86.8

H18

7.97.9

6.86.8

H19

7.7

6.6

H20

7.5

6.46.4

H21

7.0

6.36.3

H22

6.7

6.2

H23

6.7

6.2

H24

6.5

6.0

H25

6.1
5.8

H26

6.06.0

H27

5.8

697

959

191

71

H17

665

939

182

92

H18

641

975

209

125

H19

620

937

197

120

H20

584

921

206

131

H21

557

922

217

148

H22

545

895

196

154

H23

521

880880

215

144

H24

495

870870870

229

146

483

877

229

165

466

857

214

177

H25 H26 H27

三木市 小野市
8.5

8.0

7.5

7.0

6.5

6.0

5.5

■問（市）総務課　給与厚生グループ
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本
当
の
平
等
の
た
め
に

大
阪
市
立
大
学
ほ
か
　
非
常
勤
講
師
　
　
松
　
波
　
め
ぐ
み

４
月
か
ら
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
な
ぜ
今
、

そ
ん
な
法
律
が
で
き
る
の
か
？
」「
何

が
〝
差
別
〞
に
な
る
の
か
わ
か
ら
な
い

か
ら
不
安
」
―
―
そ
ん
な
戸
惑
う
声
が

聞
こ
え
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
法

律
は
、
誰
も
が
生
き
や
す
い
、
本
当
の

意
味
で
平
等
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

た
め
の
大
切
な
も
の
で
す
。

「
平
等
」
に
は
、
ほ
ど
遠
い

障
が
い
の
あ
る
方
の
状
況
は
、
こ
の

40
年
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
か
つ

て
は
地
域
の
学
校
に
通
え
ず
、
交
通
機

関
も
使
い
に
く
く
、
障
が
い
が
重
く
て

家
族
が
面
倒
を
み
ら
れ
な
け
れ
ば
施
設

に
入
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
ん
な
中
、
1
9
7
0
年
頃
か
ら
障

が
い
の
あ
る
方
自
身
が
声
を
あ
げ
、
地

域
で
生
活
し
た
い
、
バ
ス
や
電
車
に
乗

り
た
い
と
い
っ
た
働
き
か
け
を
始
め
ま

し
た
。
そ
う
し
た
主
体
的
な
行
動
が
流

れ
を
変
え
、
多
く
の
人
の
努
力
に
よ
り
、

少
し
ず
つ
障
が
い
の
あ
る
方
が
地
域
で

共
に
暮
ら
す
た
め
の
施
策
も
進
ん
で
き

ま
し
た
。

そ
れ
で
も
ま
だ
「
平
等
」
に
は
ほ
ど

遠
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。
聴
覚
障
が
い

の
あ
る
方
は
声
や
音
の
「
情
報
」
を
受

け
取
れ
ず
、
車
い
す
を
使
用
す
る
方
は

「
移
動
」
に
困
難
を
抱
え
て
い
ま
す
。

知
的
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の「
偏

見
」
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
建
設
反

対
運
動
が
起
こ
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
一
人
ひ
と
り
が
望
む
生
き
方
を
し

に
く
い
現
実
が
あ
る
の
で
す
。

こ
の
生
き
に
く
さ
は
、
本
人
の
機
能

障
害
の
せ
い
で
は
な
く
、
社
会
に
不
備

が
あ
る
か
ら
だ
、
社
会
の
バ
リ
ア
（
社

会
的
障
壁
）
こ
そ
問
題
な
の
だ
と
い
う

考
え
方
が
、
今
で
は
世
界
の
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
法
と
は
？

こ
の「
社
会
の
バ
リ
ア
こ
そ
問
題
だ
」

と
い
う
考
え
方
の
下
、
2
0
0
6
年
に

国
連
で
「
障
害
者
権
利
条
約
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。「
日
本
で
も
条
約
の
中

身
に
沿
っ
た
法
律
を
」
と
い
う
こ
と
で

２
０
１
３
年
に
障
害
者
差
別
解
消
法
が

で
き
、
3
年
か
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

差
別
解
消
法
は
2
つ
の
「
差
別
」
を

禁
止
し
て
い
ま
す
。
1
つ
目
は
「
不
当

な
差
別
的
取
扱
い
」。
こ
れ
は
、「
う
ち

の
店
は
車
い
す
の
方
、
お
断
り
」「
障

が
い
の
あ
る
方
に
は
部
屋
を
貸
せ
な

い
」
等
、
障
が
い
を
理
由
と
し
た
差
別

で
す
。
こ
れ
は
わ
か
り
ま
す
ね
。

2
つ
目
は
「
合
理
的
配
慮
を
提
供
し

な
い
こ
と
」。
こ
れ
も
差
別
な
の
で
す
。

合
理
的
配
慮
と
は
、
社
会
の
バ
リ
ア
の

せ
い
で
困
っ
て
い
る
障
が
い
者
か
ら
、

「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
と
の
申
し
出
が

あ
っ
た
ら
、
で
き
る
限
り
必
要
な
手
立

て
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
車
い
す

の
人
が
段
差
の
前
で
困
っ
て
い
た
ら
ス

ロ
ー
プ
を
出
す
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ

る
方
が
筆
談
を
求
め
た
ら
書
い
て
説
明

す
る
。
視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
食

堂
の
メ
ニ
ュ
ー
を
読
み
上
げ
る
。
そ
れ

が
合
理
的
配
慮
に
な
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

合
理
的
配
慮
は
、
た
だ
の
「
思
い
や

り
」
と
は
違
い
ま
す
。
目
の
前
に
い
る

障
が
い
の
あ
る
方
と
向
き
合
っ
て
対
話

し
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
行
う
と
い

う
姿
勢
が
大
切
で
す
。
む
ろ
ん
、「
こ

う
し
て
ほ
し
い
」
と
求
め
ら
れ
た
こ
と

の
す
べ
て
が
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

「
ス
ロ
ー
プ
を
す
ぐ
に
は
設
置
で
き
な

い
」「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
予
算
的
に
厳

し
い
」
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
、

無
視
は
せ
ず
、
話
し
合
っ
て
「
で
き
る

こ
と
」
を
見
つ
け
て
い
く
姿
勢
が
あ
れ

ば
、
差
別
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

法
で
差
別
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
は

「
国
・
地
方
自
治
体
・
事
業
者
」で
あ
っ
て
、

市
民
は
対
象
外
で
す
（
合
理
的
配
慮
は
、

行
政
に
は
義
務
、
事
業
者
は
今
の
と
こ

ろ
努
力
義
務
）。
し
か
し
市
民
一
人
ひ

と
り
が
で
き
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
す
。

障
が
い
の
あ
る
方
が
働
く
、
バ
ス
に
乗

る
、
趣
味
を
楽
し
む
と
い
っ
た
こ
と
を

「
当
た
り
前
」
と
感
じ
、
必
要
な
ら
手

を
貸
す
。
そ
の
際
に
大
事
な
の
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
本
人
の
声
を
き
ち
ん
と

聴
く
こ
と
で
す
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
こ
と
を
諦
め
て
き

た
障
が
い
の
あ
る
方
が
「
思
い
切
っ
て

あ
の
お
店
に
行
っ
て
み
よ
う
」
と
踏
み

出
す
時
、
市
民
の
理
解
が
大
き
な
支
え

に
な
る
で
し
ょ
う
。

―
合
理
的
配
慮
と
は
―
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人権,みっきぃナビ三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

エフエムみっきぃは今年で開局20周年を迎えます
76.1ＭＨｚ　エフエムみっきぃ　　http://www.fm-miki.jp/　1 86－0761　5 86－1761　　 761＠fm-miki.jp

これからも、地域にどっしり根を張った市民のメディアとして、「もっとみんなのみっきぃへ」を合い
言葉に前進していきます。そして、より楽しく！よりパワフルに！ 4月から春の新編成がスタートします。

④積極的に街へ出かけます
秋まつりや金物まつりなどの「生中継」
をさらに拡充。商店街の大売出しやス
ポーツイベント、市民の集いなどの中継
も増やします。

⑤市民参加番組をさらに増やします
番組企画やアシスタント、リポーターな
どでみっきぃず（放送ボランティア）や
市民の皆様が番組制作に参加しています。

エフエムみっきぃは市民の放送局として、次の5本柱を基本に番組を作っています

①地域の情報を早く詳しく伝えます
ラジオメディアの特性を生かして、三木市周辺の
ニュースやイベント情報などをいち早く伝えます。

②災害・緊急時に強い放送局をめざします
防災意識を高める「生活安全ダイアリー」をはじめ、
いざという時、よりきめ細かな災害情報を届けます。

③市民の文化発展をサポートします
各種イベントの企画やサークル活動の発表会、開催告
知など、文化活動を積極的に応援します。

行政機関や会社・お店などの民間事業者による「障がいを理由とする差別」をなくすための決
まりごとを定めた法律です。障がいがあるなしにかかわらず、すべての人がお互いの人格と個性
を尊重し合いながら共生できる社会をつくることを目的としています。

障害者差別解消法障害者差別解消法障害者差別解消法
障害者差別解消法って、どんな法律なの？

「障がいを理由とした差別」をなくす法律です！

●「不当な差別的取扱い」と「合理的配慮の不提供」が禁止されます

障がい者に対して合理的配慮を行わな
ければなりません（法的義務）。

障がい者に対して合理的配慮を行うよ
う努めなければなりません（努力義務）。

民間事業者
個人事業者やNPOなど非営利事
業者も含む。

不当な差別的取扱い 障がい者への合理的配慮

国の行政機関・地方公共団体等

みんなで 取り組む

障がいのある方から何らかの配慮を求
める意思表明があったにもかかわらず、
「社会的障壁」を取り除く合理的な配慮
をしないこと。
例：聴覚に障がいがある方に、筆談など音声以
外の方法で伝える工夫をしなかった。

正当な理由がないのに、障がいがある
ということでサービスなどの提供の拒否
や制限をするほか、障がいのない方には
つけないような条件をつけること。
例：レストランなどに入ろうとしたら、車イスを
理由に断られた。

不当な差別的取扱い 合理的配慮の不提供
NO!!

■問（市）障害福祉課

禁止
不当な差別的取扱い
が禁止されます。

4月から
スタート
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■問
（市）
税
務
課
　
管
理
グ
ル
ー
プ

税
務
証
明
の
申
請
な
ど
で
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が

必
要
で
す

税
務
証
明
の
申
請
な
ど
に
は
本
人
確

認
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

こ
れ
は
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
た
第

三
者
な
ど
が
証
明
書
等
を
不
正
に
取
得

す
る
こ
と
を
防
止
し
、
皆
様
の
資
産
や

収
入
な
ど
の
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に

行
い
ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
本
人
確
認
が
必
要
と
な
る
申
請
の
種
類

所
得
証
明
書
・
納
税
証
明
書
・
評
価

証
明
書
・
公
課
証
明
書
な
ど
の
交
付
申

請
の
ほ
か
、
個
人
情
報
を
伴
う
手
続
き

窓
口
の
場
合

窓
口
に
来
た
方
の
運
転
免
許
証
な

ど
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で

す
。郵便

の
場
合

本
人
確
認
で
き
る
書
類
等
の
写
し
を

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
の
納
税
証

明
書（
継
続
検
査
用
）

の
申
請
に
は
、
車
検

証
の
写
し
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

・運転免許証　　
・パスポート
・住民基本台帳カード（顔写真付き）
・個人番号カード　など

１点で確認できるもの

・住民基本台帳カード（顔写真なし）
・被保険者証（国民健康保険、

社会保険、共済
保険、介護保険
など）

・会社等の社員証、学生証
・預金通帳、キャッシュカード、
クレジットカード　など　

2点で確認できるもの

本人確認に必要な書類

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
申
請
し
た

順
に
作
成
さ
れ
ま
す
。
交
付
の
準
備
が

で
き
た
方
へ
「
交
付
通
知
書
」
を
市
か

ら
送
り
ま
す
。
通
知
書
が
届
い
た
ら
（市）

市
民
課
ま
た
は
吉
川
支
所
に
取
り
に
来

て
く
だ
さ
い
。
申
請
件
数
が
多
く
、
通

知
書
が
届
く
ま
で
に
日
数
が
か
か
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受

け
取
っ
た
方
で
、
住
所
や
氏
名
が
変
更

に
な
る
方
は
、
手
続
き
の
際
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
l
0
3
l
8
1
5
7

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
を
申
請
し
た
方
へ

1
月
ま
で
に
学
生
納
付
特
例
を
申
請

し
た
方
へ
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
継

続
申
請
書
（
は
が
き
）
を
発
送
し
て
い

ま
す
。
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

4
月
か
ら
も
引
き
続
き
学
生
納
付
特

例
を
希
望
す
る
方
で
、
は
が
き
が
届
か

な
い
場
合
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
学
校

等
に
変
更
が
あ
る
方
は
、
次
の
と
お
り

継
続
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
場
所　

（市）
市
民
課　

年
金
グ
ル

ー
プ
、
（市）
吉
川
支
所
市
民
生
活
課

▼
必
要
な
も
の

・
学
生
証
（
写
し

可
）
ま
た
は
在
学

期
間
が
わ
か
る
在

学
証
明
書

・
印
鑑
（
本
人
申
請

の
場
合
は
不
要
）

学
生
納
付
特
例
お
よ
び
免
除
申
請
は
、

申
請
時
点
の
2
年
1
カ
月
前
の
月
分
ま

で
申
請
で
き
ま
す
が
、
申
請
が
遅
れ
る

と
障
害
年
金
な
ど
を
受
け
取
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
す
み
や
か
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

■問 

・
■申請 

（市）
市
民
課
　
年
金
グ
ル
ー
プ

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
の
継
続
申
請

市
内
に
土
地
や
家
屋
を
持
つ
納
税
者

の
方
は
、
市
内
の
ほ
か
の
土
地
ま
た
は

家
屋
の
評
価
額
な
ど
も
確
認
で
き
ま
す
。

縦
覧
に
は
、
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
が
必
要
で
す

（
代
理
人
は
本
人
の
委
任
状
も
必
要
）。

▼
縦
覧
期
限　

5
月
2
日
㈪　

 

▼
縦
覧
場
所　

（市）
税
務
課
、
（市）
吉
川
支

所
市
民
生
活
課

■問
（市）
税
務
課
　
資
産
税
グ
ル
ー
プ

土
地
・
家
屋
の
価
格
の
縦
覧
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
保
険
料
率

は
2
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
、
平
成
28
・

29
年
度
の
保
険
料
率
は
〈
表
1
〉
の
と

お
り
で
す
。個
人
ご
と
の
保
険
料
額
は
、

７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

医
療
給
付
費
の
増
加
な
ど
に
よ
る
保

険
料
の
大
幅
な
上
昇
を
抑
制
す
る
た

め
、
前
年
度
ま
で
の
余
剰
金
を
積
み
立

て
た
給
付
費
準
備
基
金
の
う
ち
、
73
億

円
を
取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料

の
大
幅
な
上
昇
を
抑
え
て
い
ま
す
。

◆
所
得
の
低
い
方
等
の
保
険
料
軽
減
措

置
は
、
７
月
の
保
険
料
額
決
定
通
知

時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
　
　
　
保
険
料
率
が
決
定

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

　
　
　
入
院
時
の
食
事
代
の
自
己
負
担
額
を
見
直
し

▶国民健康保険〈表2〉

▶保険料率〈表1〉

区　分 H28・29年度 H26・27年度

均等割額 48,297円 47,603円

所得割率 10.17％ 9.70％

▶保険料の計算方法
年間の保険料は一人ひとりが等しく負担する「均等割額」と前年の所得に応じて負担する
「所得割額」の合計となります。保険料額（年額）の上限は57万円です。

※総所得金額等とは収入額から控除額を引いた金額。（控除額は公的年金等控除額や給与所得控除額、
必要経費で、所得控除（社会保険料控除、扶養控除等）は含みません）

入
院
と
在
宅
療
養
の
負
担
の
公
平
を
図
る

た
め
、
4
月
か
ら
入
院
時
の
食
事
代
の
自
己

負
担
額
が
段
階
的
に
見
直
さ
れ
ま
す
。

4
月
か
ら
の
入
院
時
の
食
事
代
の
自
己
負

担
額
は
〈
表
2
・
3
〉
の
と
お
り
で
す
。

■問
●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

・
（市）
医
療
保
険
課
　
福
祉
医
療
グ
ル
ー
プ

・
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
0
7
8
―
3
2
6
―
2
0
2
3

●
国
民
健
康
保
険

・
（市）
医
療
保
険
課
　
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ

保険料額（年額）

（上限５７万円）

均等割額

48,297円
所得割額

（総所得金額等※－33万円）×所得割率10.17％＝ ＋

▶後期高齢者医療保険〈表3〉

360円
（H30年4月～460円）

260円

360円
（H30年4月～460円）

260円

H28年4月～

260円

260円

～H28年3月
1食あたりの負担額

210円

160円

100円

210円

160円

100円

過去12カ月の入院
日数が90日まで
過去12カ月の入院
日数が91日目以降

低所得Ⅱ（世帯主およ
び国保加入者全員が住
民税非課税である方）

低所得Ⅱ 
（世帯員全員が住民税
非課税である方）

低所得Ⅰ・Ⅱ区分に該当しない指定難病患者・
小児慢性特定疾病患者（新設）

低所得Ⅰ・Ⅱ区分に該当しない指定難病患者
（新設）

一般

現役並み所得者
一般

所 得 区 分

H28年4月～～H28年3月
1食あたりの負担額

所 得 区 分

低所得Ⅰ（世帯主および国保加入者全員が住
民税非課税かつ一定所得以下の70歳以上の方）

過去12カ月の入院
日数が90日まで
過去12カ月の入院
日数が91日目以降

低所得Ⅰ（世帯員全員が住民税非課税であ
って、かつ各所得が0円の方）

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

人
権
の
目

く
ら
し
の
情
報

相
　
談

健
　
康

町
ぐ
る
み
健
診

教
室・講
座

募
　
集

子
育
て

催
　
し

■問・（市）医療保険課　福祉医療グループ
・兵庫県後期高齢者医療広域連合
☎�078－326－2021
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年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
高
齢
者
向
け
）
申
請
書
を
送
付

三
木
市
神
戸
電
鉄
福
祉
パ
ス
を
交
付

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
、
賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所

得
の
少
な
い
高
齢
者
の
方
に
対
し
て
「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
高
齢
者
向
け
）」
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
に
は
、
４
月
上
旬
に
申
請
書
を
送
り
ま
す
。
申

請
書
に
記
入
・
押
印
の
う
え
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
方

▼
内
容　

神
戸
電
鉄
全
線
が
8
日
分
乗

り
放
題
（
連
続
で
な
く
て
も
可
、
有

効
期
限
：
平
成
29
年
3
月
31
日
ま
で
）

▼
自
己
負
担
額　

2,
8
0
0
円

（
1
日
当
た
り
3
5
0
円
）

▼
交
付
枚
数　

1
人
1
枚

▼
申
請
方
法　

4
月
初
旬
に
対
象
者
へ

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。
申
請
書
を

持
参
し
、
申
請
書
に
記
載
の
交
付
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
交
付
会
場

で
の
交
付
終
了
後
も
、
市
役
所
ま
た

は
吉
川
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
申
請

で
き
ま
す
。

■問
（市）
交
通
政
策
課
　
交
通
政
策
グ
ル
ー
プ

高
齢
者
お
よ
び

障
が
い
者
の
社
会

参
加
と
神
戸
電
鉄

の
利
用
促
進
を
目

的
に
、「
三
木
市

神
戸
電
鉄
福
祉
パ

ス
（
神
戸
電
鉄
利

用
促
進
カ
ー
ド
）」
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

○
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和
22
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
第
１
種
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

祝
い
状
・
記
念
写
真
を
贈
呈

で
、
指
定
の
写
真
店
で
撮
影
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
対
象　

昭
和
42
年
中
に
結
婚
し
、
市

内
に
居
住
す
る
夫
婦

■問
（市）
福
祉
課
　
総
務
・
高
齢
者
福
祉
グ

ル
ー
プ

結
婚
50
年
目
を
迎
え
る
夫
婦
の
さ
ら

な
る
健
康
を
願
っ
て
祝
い
状
と
記
念
写

真
を
贈
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
（市）
福

祉
課
ま
た
は
吉
川
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

記
念
写
真
撮
影
券
を
郵
送
し
ま
す
の

・
支
給
決
定
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
方

は
、
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
平
成
27
年
1
月
2
日
以
降
に
三
木
市

へ
転
入
し
た
方
は
、
1
月
1
日
時
点

で
住
民
票
の
あ
っ
た
市
区
町
村
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

給
付
金
詐
欺
に
ご
注
意
を

給
付
を
よ

そ
お
っ
た
振

り
込
め
詐
欺

や
個
人
情
報

の
詐
取
に
ご

注
意
く
だ
さ

い
。

■問 

・
■申請
（市）
福
祉
課
　
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
8
2
―
2
3
5
6
（
4
月
4
日
開
設
） 

▼
申
請
期
限

7
月
8
日
㈮　

消
印
有
効

▼
対
象
者

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
対
象
者
で
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和

27
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

方
）

●
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
要
件

平
成
27
年
1
月
1
日
時
点
で
三
木
市

に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
平
成
27
年
度

の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ
て

い
な
い
方
（
平
成
27
年
度
市
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族
や
生
活

保
護
制
度
の
被
保
護
者
等
は
対
象
外
）。

▼
支
給
額　

1
人
に
つ
き
3
万
円

▼
注
意
事
項

・
申
請
後
に
審
査
の
上
、
支
給
の
可
否

を
決
定
し
ま
す
。

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

人
権
の
目

く
ら
し
の
情
報

相
　
談

健
　
康

町
ぐ
る
み
健
診

教
室・講
座

募
　
集

子
育
て

催
　
し

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
へ

金
婚
夫
婦
を
祝
福

平成28年4月号　広報みき 12

みっきぃナビ三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

バ
ス
・
鉄
道
・
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
券
等
を
交
付

温
泉
施
設
等
利
用
助
成
券
を
交
付

・4月15日㈮以降は担当課・吉川健康福祉センターで手続きができます。

〈表１〉助成券手続日時・場所

午前9時30分～午後3時30分
午前9時30分～午後3時30分
午前9時30分～午後3時30分
　　午前9時～午後4時
午前9時30分～11時30分
午後1時30分～3時30分
午前9時30分～午後3時30分
午後1時30分～3時30分
午前9時30分～11時30分
午後1時30分～3時30分

4月 7日㈭
4月 8日㈮

4月11日㈪

4月12日㈫

4月13日㈬

4月14日㈭

月　日 時　　　間 場　　　所

高
齢
者
・
障
が
い
の
あ
る
方
へ

▼
利
用
方
法

温
泉
施
設
等
利
用
助
成
券
を
持
参

し
、
助
成
額
を
除
い
た
入
浴
料
金
等
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
利

用
前
に
施
設
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
方
法

対
象
者
の
方
に
通
知
は
が
き
（
バ
ス

等
運
賃
助
成
と
同
じ
）を
送
り
ま
す
。〈
表

１
〉
の
会
場
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
福
祉
課
　
総
務
・
高
齢
者
福
祉
グ

ル
ー
プ

高
齢
者
の
方
に
、
市
内
3
施
設
の
温

泉
施
設
等
利
用
助
成
券
を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
る
70
歳
以
上
の
方（
昭

和
22
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）

▼
対
象
施
設

○
吉
川
温
泉
よ
か
た
ん

○
天
然
温
泉　

湯
庵

○
竹
乃
湯
温
泉

▼
交
付
枚
数

１
冊
（
3
0
0
円
×
10
枚
）
無
料 

高
齢
者
の
方
へ

は
が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
し
、

〈
表
１
〉の
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
方
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
も
あ
わ
せ
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
福
祉
課
（
高
齢
者
）

（市）
障
害
福
祉
課（
障
が
い
の
あ
る
方
）

は
１
枚
（
冊
）
負
担
金
な
し
）。

○
乗
車
券
等
の
交
付
は
年
１
回
で
払
い

戻
し
や
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
代
理
の
方
で
も
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
方
法

４
月
初
め
に
対
象
者
へ
通
知
は
が
き

（
交
付
申
請
書
）
を
送
り
ま
す
。
通
知

○
神
姫
バ
ス
回
数
券

○
神
姫
ゾ
ー
ン
バ
ス
回
数
券

▼
負
担
金

乗
車
券
１
枚
（
冊
）
に
つ
き
５
０
０

円
の
負
担
金
が
必
要
で
す
（
高
齢
者
の

方
で
平
成
27
年
度
住
民
税
非
課
税
の
方

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
神
姫

バ
ス
・
神
姫
ゾ
ー
ン
バ
ス
・
神
戸
電
鉄

の
運
賃
・
タ
ク
シ
ー
の
乗
車
券
等
を
交

付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

○
70
歳
以
上
の
方
（
昭
和

22
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
）

○
身
体
障
害
者
手
帳
第
１

種
の
方

○
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
の
方

▼
乗
車
券
等
の
種
類

次
の
中
か
ら
１
人
２
枚

（
冊
）
ま
で
交
付
し
ま
す
。

○
神
姫
バ
ス
・
神
姫
ゾ
ー

ン
バ
ス

・
ニ
コ
パ
カ
ー
ド
引
換
券

・
ニ
コ
パ
カ
ー
ド
チ
ャ
ー

ジ
券

○
神
戸
電
鉄
す
ず
ら
ん
カ

ー
ド

○
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券

市民活動センター（旧福祉会館）
緑 が 丘 町 公 民 館
自 由 が 丘 公 民 館
吉川健康福祉センター
細 川 町 公 民 館
別 所 町 公 民 館
青 山 公 民 館
志 染 町 公 民 館
三木南交流センター
口 吉 川 町 公 民 館

い
る
方
ま
た
は
し
て
い
た
方

▼
内
容　

情
報
交
換
会

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

4
月
19
日
㈫

■問 

・
■申込 

（市）
介
護
保
険
課
　
介
護
予
防
グ

ル
ー
プ

▼
日
時　

4
月
21
日
㈭

▼
場
所　

教
育
セ
ン
タ
ー　

セ
ミ
ナ

ー
室
2

▼
対
象　

高
齢
者
の
お
世
話
を
し
て

家
族
介
護
者
交
流
会
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市
民
の
皆
様
と

消
防
の
信
頼
関
係

を
構
築
し
、
災
害

の
な
い
明
る
い
ま

ち
を
め
ざ
し
て
消

防
大
会
を
開
催
し

ま
す
。

ふ
れ
あ
い
コ
ー

ナ
ー
で
は
ポ
ン
プ

車
か
ら
の
放
水
体

験
や
は
し
ご
車
と
の
網
引
な
ど
が
で
き
ま

す
。
消
防
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
消
太

く
ん
も
や
っ
て
き
ま
す
。

▼
日
時4

月
3
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場　

文
化
会
館（
駐
車
場
・
小
ホ
ー
ル
）

▼
内
容

第
1
部　

部
隊
訓
練
（
駐
車
場
）

部
隊
行
進
（
雨
天
中
止
）、
操
法
披
露
、

一
斉
放
水

第
2
部　

式
典
（
小
ホ
ー
ル
）

ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
（
駐
車
場
、
雨

天
の
場
合
は
市
役
所
み
っ
き
ぃ
ホ
ー

ル
で
実
施
）

■問
（市）
消
防
本
部
　
総
務
課

☎
8
9
―
0
1
7
0

電
池
切
れ
や
故
障
に
よ
る
作
動
不
良
を

防
ぐ
た
め
定
期
的
に
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
な

ど
し
て
作
動
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

誤
作
動
を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
掃
除
し
て
く
だ
さ
い
。
掃
除
方
法
は

機
種
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
取
扱
説
明

書
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
（市）
消
防
本
部
　
予
防
課

☎
8
9
―
0
1
7
1

散
歩
の
際
な
ど
の
飼
い
犬
の
フ
ン
が
放
置

さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
犬
の
フ
ン
は
飼
主
が
家
に
持
ち
帰

り
、
飼
主
の
責
任
で
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
犬
の
首
輪
に
必
ず
ひ
も
を
か
け
て
散
歩

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■問
（市）
環
境
政
策
課

▼
日
時　

4
月
6
日
㈬
〜
15
日
㈮

交
通
安
全
思
想
や
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
の
普
及
・
浸
透

を
図
り
、
市
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通
環
境

の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
期

間
中
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
た
め

に
交
差
点
で
の
立
番
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

す
ぐ
に
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
や
警
察
署
に

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

■問
（県）
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
　
三
木
支
所

☎
8
4
―
3
0
5
0

フ
ン
の
始
末
は
飼
主
の
責
任

三
木
市
消
防
大
会

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　
　
　
　
設
置
済
み
の
方
へ

ペ
ッ
ト
が
迷
子
に
な
っ
た
ら

▼
運
動
の
基
本

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

●
運
動
の
重
点

① 

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進
（
特
に
自

転
車
安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

②
後
部
座
席
を
含
む
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

③
飲
酒
運
転
の
根
絶

④
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止

■問
（市）
環
境
政
策
課

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

▲昨年の「部隊訓練」の様子▲消太くん

4月2日㈯午後1時
～3日㈰午後1時
は駐車場が利用
できません（中央
図書館の利用者
は17ページ参照）。

平成28年2月号　広報みき11 平成28年4月号　広報みき15

182－0110三 木 警 察 署 だ よ り 182－0110

■問
（市）
環
境
政
策
課

　
環
境
政
策
・
消
費
者
行
政
グ
ル
ー
プ

不
用
品
を
買
い
取
る
と
い
う
電
話
に
注
意
！

　
　
　
〜
目
的
は
貴
金
属
か
も
し
れ
ま
せ
ん
〜

商
品
や
契
約
に
関
す
る
苦
情
や
多
重

債
務
に
関
す
る
こ
と

▼
日
時　

月
・
火
・
木
・
金
曜

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
祝
日
と
第
４
木
曜
を
除
く
）

▼
会
場　
市
役
所
2
階
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生
活
相
談

消
費
生
活
相
談

「
不
用
品
が
あ
れ
ば
何
で
も
買
い
取
る
」と
電
話
が
あ
り
訪
問
を
承
諾
し
た
。

自
宅
に
来
た
男
性
は
用
意
し
た
着
物
や
食
器
に
は
目
も
く
れ
ず
、「
宝
石
は

な
い
か
」
と
中
に
上
が
り
込
ん
で
来
た
。
怖
く
な
り
手
持
ち
の
指
輪
や
ネ
ッ

ク
レ
ス
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、「
5
千
円
で
買
い
取
る
」
と
迫
ら
れ
渡
し
て
し
ま

っ
た
。
売
却
す
る
つ
も
り
は
な
く
後
悔
し
て
い
る
…
。
　（
80
歳
代
　
女
性
）

最近の相談から
＊
来
訪
し
た
業
者
に
貴
金
属
を
買
い
取

ら
れ
る
「
訪
問
購
入
」
に
関
す
る
苦

情
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
不

用
品
回
収
の
電
話
は
訪
問
す
る
口
実

で
、
貴
金
属
を
相
場
よ
り
安
く
買
い

取
る
の
が
目
的
と
思
わ
れ
ま
す
。
事

例
の
よ
う
に
強
引
で
悪
質
な
ケ
ー
ス

も
多
く
、
高
齢
者
や
一
人
暮
ら
し
の

方
は
要
注
意
で
す
（
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
）。

＊
訪
問
購
入
の
場
合
、
法
定
書
面
を
受

け
取
っ
た
日
を
含
め
８
日
以
内
で
あ

れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を
し
て

売
却
品
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出
来
ま

す（
自
動
車（
二
輪
除
く
）、家
具
、大
型

家
電
、
書
籍
、
有
価
証
券
は
対
象
外
）。

【
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
】

◎
飛
び
込
み
の
訪
問
買
い
取
り
は
禁
止

さ
れ
て
い
る
た
め
、
業
者
は
電
話
で

来
訪
の
約
束
を
取
り
付
け
よ
う
と
し
ま

す
。
必
要
な
い
と
判
断
し
た
ら
、
電
話

で
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

◎
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
中
は
、
売
却

品
を
自
分
の
手
元
で
保
管
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
で
す
ぐ
引
き
渡
さ

ず
、
買
取
価
格
や
条
件
を
含
め
、
じ
っ

く
り
検
討
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
長
時
間
居
座
ら
れ
た
り
、
怖
い
思
い
を

し
た
場
合
は
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

●警察官を騙るオレオレ詐欺が発生中

警察官を騙る手口は、警察か
らの電話ということで被害者が
信用して被害に遭っているもの
で、警察に対する信頼を逆手に
とった極めて悪質な事実です。
警察官が電話でキャッシュカ

ードなどの暗証番号を聞くことや現金を受け取るよう
なことは絶対にありません。
不審な電話があれば、すぐに警察に通報してください。

●車上狙い多発！

市内において車の中のカバンなどを盗む車
上狙いが多発しています。
次のことに心掛け被害を防ぎましょう。
・昼間でも発生しています。
・必ず車に施錠をしてください。
・短時間でも車内に貴重品を
置かない。

・夕暮れ時や夜間は明るい場
所に駐車しましょう。

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

人
権
の
目

く
ら
し
の
情
報

相
　
談

健
　
康

町
ぐ
る
み
健
診

教
室・講
座

募
　
集

子
育
て

催
　
し
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平成28年度「三木市教育の基本方針」を定めました
平成28年度「三木

市教育の基本方針」
の重点目標・取組は
右記のとおりです。
詳細は市ホームペー
ジをご覧ください。
また、下記および

市民活動センター、
各市立公民館、三木
南交流センター、総
合隣保館で冊子を配
布しています。　

■問・ （市）学校教育課
・ （市）市民協働課
・ （市）人権推進課

子
ど
も
一
人
一
人
の
力
を

伸
ば
し
ま
す

「心豊かに　元気よく　学び続ける」
ひ と づ く り

教育目標

・
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
地
域
・
家
庭
の
教
育
力
の
向
上

・
学
び
た
い
と
き
に
学
べ
る
環
境
の
整
備

・
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
図
書
館
の
充
実

・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
　
等

3
つ
の
柱（
重
点
目
標
）

・安全・安心な学校園づくり
（幼稚園園舎等の耐震化、危機管理ハンドブックの活用等）
・確かな学力の向上
（みきっ子家庭学習ガイドの活用、話せる英語教育の推進等）
・豊かな心の育成（人権教育、道徳教育、ふるさと学習等の充実）
・就学前の教育・保育の充実（教育・保育体制の充実等）

重
点
取
組

主
な
実
践
項
目・取
組

・
就
学
前
の
教
育
・
保
育
の
推
進

・「
確
か
な
学
力
」
の
向
上

・「
豊
か
な
心
」
の
育
成

・「
健
や
か
な
体
」
の
育
成

・
特
別
支
援
教
育
の
充
実

・
学
校
の
組
織
力
の
向
上

・
教
職
員
の
資
質
・
指
導
力
の
向
上

・
開
か
れ
た
学
校
園
づ
く
り
の
推
進

・
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
の
整
備

魅
力
あ
る
学
校
園
づ
く
り
を

す
す
め
ま
す

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
生
涯
学
習
を

す
す
め
ま
す

大
　
志
　
躍
　
動

テーマ

神
戸
電
鉄
の
利
用
助
成

①
学
校
や
自
治
会
等
の
行
事
に
お
け
る
利
用
助
成

▼
対
象
　
市
内
の
学
校
や
自
治
会
な
ど
が
実
施
す
る
行
事
、
研
修

な
ど
で
参
加
者
全
員
の
行
程
が
同
じ
も
の

▼
助
成
額
　
神
戸
電
鉄
の
乗
車
区
間
の
運
賃
の
全

額（
団
体
券
や
回
数
券
な
ど
を
適
用
し
た
も
の
）

▼
申
請
期
限
　
行
事
の
30
日
前

②
神
戸
電
鉄
通
勤
定
期
運
賃
助
成

▼
対
象
者
　
平
成
26
年
4
月
1
日
以
後
に
就
職
し
、
同
日
に
お
け

る
年
齢
が
40
歳
未
満
の
方
で
、
神
戸
電
鉄
通
勤
定
期
券
に
よ
り

通
勤
す
る
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

▼
助
成
額
　
神
戸
電
鉄
区
間
の
6
か
月
通
勤
定
期

運
賃
の
半
額
相
当
額

▼
申
請
期
限
　
通
勤
定
期
券
購
入
の
10
日
前
ま
で

◎
申
請
方
法
（
①
②
共
通
）
（市）
交
通
政
策
課
に
あ

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
ま
で
持
参
・
郵
送
し

て
く
だ
さ
い（
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま
す
）。

③
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
院
等
の
利
用
補
助

▼
対
象
者
　
市
内
在
住
で
、
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
院
、
見
舞
い

な
ど
の
た
め
に
神
戸
電
鉄
を
利
用
し
た
方

▼
補
助
額
　
1
回
に
つ
き
3
0
0
円

▼
申
請
方
法
　
樫
山
駅
構
内
（
下
り
線
側
）
に
あ

る
乗
車
証
明
書
発
行
機
か
ら
証
明
書
を
発
行

し
、
当
日
中
に
病
院
の
総
合
案
内
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■問
・
■申 

（市）
交
通
政
策
課
　
交
通
政
策
グ
ル
ー
プ
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“ハローフレンズ” 1 89－2410

－24時間、聴けます－

7日

14日

21日

28日

テレホンサービス

スパングラー・アダム

モルゲン・デヴォン

ミギタ・ヴァレリー

チ ャ ン・サ マ ン サ

記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

※出演者は変更になる場合があります。

「三木山総合公園屋内プール個人使用利用券」
　を変更

図書館からのお知らせ

下水道への接続の
お願い
供用開始区域で浄化槽やくみ

取り便所を使用している家庭
は、し尿と生活排水を公共下水
道に放流できるように、すみや
かに排水設備工事をお願いしま
す。
また、農業集落排水区域の未

接続家庭も農業集落排水への接
続をお願いします。
■問（市）下水道課　下水道管理係

緑の募金のお願い
4月15日㈮～5月14日㈯は「み
どりの月間」です
かけがえのない森と緑を守り
育てていくため、「緑の募金」
へのご協力をお願いします。
■問三木市緑化推進委員会事務局
（市）農業振興課 農業政策グ
ループ

下水道の供用開始区域を
拡大
3月末日から大塚2丁目、府内
町、本町3丁目、福井2丁目、宿原、
加佐、大村、大村1丁目、鳥町、
自由が丘本町2・3丁目、別所町
近藤、志染町御坂、広野3丁目、
西自由が丘1・2丁目、中自由が
丘2・3丁目、東自由が丘3丁目
の各一部地域で新たに下水道の
供用を開始しました。
■問（市）下水道課　下水道業務係

教えて！みっきぃ先生
様々な知識や技能を持ち、地

域社会に役立てたい方をみっ
きぃ生涯学習講師団（みっきぃ
先生）に登録し派遣しています。
利用したい方はぜひ申し込んで
ください。
▶利用できる団体
市内に活動拠点を置く、お

おむね10名以上の団体
▶利用回数
年度内に1団体2回（講師1
名）、または1回（講師2名）
講師一覧や申請書などは市

ホームページでご覧ください。
■問・■申（市）市民協働課

「三木山総合公園屋内プール個人
使用利用券」は、券売機の更新によ
り6月29日㈬をもって利用ができな
くなります。
現在、利用券をお持ちの方は三木

山総合公園プール窓口で新たな利用券と交換してください。な
お、現金での払い戻しはできませんのでご了承ください。
下記の期間を過ぎた場合は、交換ができなくなりますので、

ご注意ください。
交替期間　7月1日㈮～平成29年9月30日㈯
■問・（市）道路河川課　公園緑地グループ
・三木山総合公園　☎83－4442

●消防大会のため中央図書館前（文化会館）
　駐車場は利用できません
三木市消防大会が開催され

るため、4月2日㈯午後1時～3
日㈰午後1時は中央図書館前の
駐車場が利用できません。
中央図書館や児童センター

等へ来館の際は、文化会館第2
駐車場か公共交通機関をご利
用ください。

●読書マラソンを開始
図書館のホームページからログインし、読書目標を入力す

ると月別の借りた冊数と達成度が記録として表示されます。
利用方法などは市ホームページをご覧ください。

こちらからホームページ
がご覧いただけます。

市役所

文化
会館

サンライフ
三木

教育
センター

文化会館第2駐車場

中央図書館

P

利用できません利用できません

■問中央図書館　☎83－1313

み
っ
き
ぃ
ナ
ビ

人
権
の
目

く
ら
し
の
情
報

相
　
談

健
　
康

町
ぐ
る
み
健
診

教
室・講
座

募
　
集

子
育
て

催
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☎

障
が
い
者
等
の
相
談

職
業
相
談

各
　
種
　
相
　
談

女
性
・
子
育
て
・
教
育
相
談

女性のための弁護
士相談（面談）

配偶者や恋人間のトラブル（Ｄ
Ｖ、離婚、借金、ストーカー被
害）など

4月27日（第4水曜）
午後1時30分～4時30分（1人40分）
（要予約。受付は4月22日㈮まで、ただし
先着4名。事前の面談があります）

男女共同参画セン
ター（教育センタ
ー3階）

女性のための相談
（電話・面談）

心や体、夫婦、家族、友人、職
場の人間関係、子育てや介護、
自分の生き方についてなどの悩み

①電話相談
　火曜　午前10時～正午、木曜　午後1時～4時
②面接相談（要予約。1人50分）
　火曜　午後1時～4時、木曜　午前10時～正午

①☎89－2354
②男女共同参画セ
ンター（教育セン
ター3階） 男女共同参画

センター
☎89－2331

児童虐待について
の相談
（電話・面談）

児童虐待についての相談、通告
①電話相談　月～金曜
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前8時30分～午後5時（①②共通）

①☎83－2266
②子育て支援課
　（教育センター内）

（市）子育て支援課
☎83－2266

□相談日が年末年始・祝日は休みの場合があります

相談項目 内　容 問い合わせ相談日時・予約など 相談場所・電話番号

母子・父子家庭相談
（電話・面談）

ひとり親家庭の経済面や子ども
の養育、就労、離婚問題など、
生活全般に関すること

①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）　
　午前9時～午後4時（①②共通）

①☎82－0151
②子育て支援課
　（教育センター内）

（市）子育て支援課
☎82－0151

子育て相談
（電話・面談）

しつけや親子関係など、子育
てにおける不安や悩み

①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前8時30分～午後5時（①②共通）

①☎82－9910
②子育て支援課
　（教育センター内）

（市）子育て支援課
☎82－9910

発達教育相談
（面談）

発達の遅れや偏りが気になる児
童生徒に関すること

4月21日㈭　午後2時～5時（指導主事）
4月22日㈮　午後2時～5時（医師）
（要予約。4月1日㈮から受付開始、ただし
先着各3名、1人60分）

教育センター

教育センター
☎83－2020あんしん相談

（電話・面談）
支援の必要な子どもや障がいの
ある方の悩みや支援など

①電話相談　月～金曜　午前9時～午後5時
②面接相談（要予約）
　（ア）火曜　午前9時～午後5時　　
　（イ）4月18日㈪　午後2時～5時

①☎83－2020
②（ア）教育センター
（イ）吉川健康福
祉センター

教育相談
（電話・面談）

教育全般に関すること
①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）　
　午前9時～午後5時（①②共通）

①☎83－2020
②教育センター

障がい者福祉相談
（面談）

障がいのある方やその家族の悩
みごとや困りごとなど

①月～金曜　午前9時～午後5時（要予約）
②4月6日、15日（第1水曜、第3金曜）　
　午後2時～4時（要予約）
③月～金曜　午前9時～午後5時
（要予約、受付は相談日の前日まで）

①市役所3階
　第4相談室
②吉川健康福祉セ
ンター
③障害者総合支援セ
ンターはばたきの丘

障害者相談支援
センター（市役
所内）

身体障がい者相談
（面談）

身体に障がいのある方の悩みご
とや困りごとなど

4月9日（第2土曜）
午前10時～午後3時 市民活動センター

（市）障害福祉課

手話通訳相談
（面談）

聴覚に障がいのある方の悩みご
とや困りごとなど
手話通訳者、要約筆記者の派遣
に関すること

月～金曜　午前9時～午後4時
582－9776

市役所3階　
第5相談室

要約筆記相談
（面談） 月・木・金曜　午前9時～午後4時 市役所3階

障害福祉課

障がい者の虐待、
養護者の支援相談
（電話）

障がい者の虐待の通報、養護者
の支援に関すること

①月～金曜　午前8時30分～午後5時　
②夜間・休日　
582－9943（①②共通）

①☎89－2336
②☎82－2000

障がい者の就労相
談（電話・面談）

障がい者の就労に関する相談や
支援に関すること

①電話相談　月～金曜
②面接相談　火・木曜（要予約）
　午前9時～午後5時（①②共通）

①☎090－6984－0684
②市役所3階
　障害福祉課

求人閲覧・仕事の
紹介（面談）

ハローワークの求人閲覧と仕事
の紹介に関すること 火～土曜　午前9時～午後5時

三木市ふるさとハロ
ーワーク
（サンライフ三木内）

三木市ふるさと
ハローワーク
☎86－8609

雇用保険・職業訓
練（面談）

雇用保険の手続きと職業訓練に
関すること 月～金曜　午前8時30分～午後5時15分

ハローワーク西神
（神戸市西区糀台5
－3－8）

ハローワーク西神
☎078－991－1100

さわやか県民相談
（電話・面談）

県政に関することや日常生活上
の諸問題など

月～金曜　午前9時～午後5時30分 北播磨県民局
さわやか県民相談
室（加東市社字西
柿1075－2）
☎0120－61－7830

北播磨県民局
☎0795－42－5111

法律相談
（テレビ電話）

日常生活上の法律問題など 木曜　午後1時～3時
（要予約）

経営・創業相談
（面談）

経営や創業・開業など、ビジネ
スに関すること

火～土曜　午前9時～正午、午後1時～4時
30分（要予約）
4月9日（第2土曜）は週末起業相談会 

三木市中小企業サ
ポートセンター
（サンライフ三木２階）

三木市中小企業
サポートセンター
☎70－8008

高齢者・障がい者のための弁護士法律相談
（電話）

木曜　午後1時～4時 ☎078－362－0074

夜間法律相談
（電話）

解雇、多重債務、生活保護、家
庭の問題など

4月10日、24日（第2・4日曜）
午後5時～9時 ☎078－341－9600

県弁護士会
☎078－341－7061

家事相談
（テレビ電話） 離婚や相続など家事に関すること 第2・4金曜　午後1時～4時

（要予約）
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外国人のための
生活相談（面談）

生活に関すること全般（英語）
※他の言語は要相談。

4月14日、28日（第2・4木曜）
午後1時～4時（要予約） 

市役所2階
入札控室

三木市国際交流協会
☎89－2318
582－9755

D
V
・
い
じ
め
・
こ
こ
ろ
の
相
談

相談項目 内　容 問い合わせ相談日時・予約など 相談場所・電話番号

法律相談（面談） 
相続、売買、贈与、訴訟、債務
整理、土地の登記などの手続き
に関すること

4月13日（第2水曜）
午後1時30分～3時30分（1人20分）
（要予約。受付は4月1日㈮～前日の午前中
まで、ただし先着各6名）

市役所2階
入札・入札控室

弁護士による法律
相談（面談）

家庭の問題、不動産、遺産相続、
消費者被害、損害賠償、交通事
故、債務整理、刑事事件など

4月14日、28日（第2・4木曜）
午後1時30分～4時30分（1人20分）
（要予約。受付は4月1日㈮、4日㈪、5日㈫  定員各8名。
定員を超えた場合は抽選、ただし初回の方優先）

市役所2階
入札室

建築なんでも相談
（面談）

建築物全般、欠陥住宅、増改
築、業者との金銭トラブル、係
争中の建築物の解消方法など

4月8日、22日（第2・4金曜）
午前10時～正午、午後1時～3時（1人50分）
（要予約。受付は4月1日㈮～前日の午前中ま
で、ただし先着各4名）

市役所2階
入札室

行政相談（面談）
国の仕事やその手続き、サービス
（保険・年金、道路、社会福祉
など）に対する苦情や要望など

4月20日（第3水曜）  午後1時30分～3時30分 市役所2階
入札室

（市）広報広聴課

市民ふくし相談
（電話・面談）

日常生活の悩みや困りごとに関
すること

①水曜・第2・4土曜　午前10時～午後3時
②4月4日、18日（第1・3月曜）
午後1時30分～4時

①市民活動センター    
☎86－7575

②吉川健康福祉セン
ター ☎72－2940

社会福祉協議会
☎82－4043

消費生活相談
（電話・面談）

商品や契約に関する苦情、多重
債務に関すること

月・火・木・金曜（第４木曜除く）
午前9時～午後4時

市役所2階
消費生活センター

（市）環境政策課

年金相談（面談）
被保険者記録、年金見込額、年
金の請求に関すること

5月10日（奇数月第2火曜）
午前10時～午後3時30分（1人20分）
（要予約。受付は5月2日㈪まで）
次回は7月12日

教育センター 明石年金事務所
☎078－912－4983

高齢者虐待相談
（面談） 高齢者の虐待に関すること 月～金曜　午前9時～午後4時

（要予約）

市役所3階
中央地域包括支援
センター

中央地域包括
支援センター
☎89－2337

人権相談（面談）
名誉・信用の侵害やいやがらせ、
いじめなど、人権に関すること

①4月 1日㈮　午後1時～4時
②4月21日㈭　午後1時～4時

①緑が丘町公民館
②市役所2階 入札控室

（市）人権推進課
（総合隣保館）
☎82－8388

農地に関する悩み
相談（面談） 農地に関すること 4月8日（第2金曜）　午前9時～午後5時

（要予約）
市役所2階
農業委員会

農業委員会事務
局（市役所内）

パソコンの定期相
談（面談）

パソコンで資料を作りたい、写
真を取り込みたい方など

4月2日、16日（第1・3土曜）
午前10時～正午 市民活動センター 市民活動センター

☎82－0564

DV相談
（電話・面談）

配偶者や恋人からの言葉による
精神的暴力や身体的暴力などに
関すること

①電話相談　月～土曜　
②面接相談　月～土曜（要予約）
　午前9時～午後5時（①②共通）

①②☎82－8300 DV相談室
☎82－8300

子どもいじめ相談
（電話・面談）

子ども（中学生まで）のいじめ
に関すること

①電話相談　月～土曜
②面接相談　月～土曜
　午前9時～午後5時（①②共通）

①☎82－8110
②子どもいじめ防
止センター（教育
センター3階）

子どもいじめ防
止センター
☎82－8110

こころの相談
（電話）

うつや自殺予防のための当事者
と家族の相談など

月～金曜　午前9時～午後5時
※時間外は他の相談窓口を紹介します。 ☎89－2471 （市）障害福祉課

青少年悩みの相談
（電話・面談）

不登校、性格、親子関係、友人
関係、いじめなどに関すること

①電話相談　月～金曜　
②面接相談　月～金曜（要予約）
　午前9時～午後5時（①②共通）（②1人50分）

①☎82－8686
②教育センター

教育センター
☎83－2020

土地境界相談（面談） 土地の境界、分筆に関すること

家事（家庭問題）相
談（面談）

夫婦の
いさか

諍い、離婚に係る悩み、
子どもの親権、面会交流、養育
費、財産分与、家庭内暴力、家
族間に生じたトラブルに関する
こと

4月21日（第3木曜） 
午後1時30分～4時30分（1人40～50分）
（要予約。受付は4月1日㈮～前日の午前中
まで、ただし先着3名）
※法律的な判断を要する相談を除く

市役所2階
入札室

成年後見相談
（電話・面談）

成年後見制度の利用や手続きに
関することなど

①電話相談　月～金曜
②面接相談　月～金曜（要予約）
午前8時30分～午後5時（①②共通）

①☎83－0226
②三木市成年後見
支援センター（総合保
健福祉センター2階）

三木市成年後見
支援センター
☎83－0226成年後見専門相談

（面談）
4月14日（第2木曜）
午後1時30分～4時30分（1人50分）
（要予約。先着3名）

市民活動センター
相談員 司法書士

成年後見制度の利用等に関する
こと

税務相談（面談） 退職金、年金、相続税など、税
金に関すること

4月13日（第2水曜）
午後1時30分～3時30分（1人30分）
（要予約。受付は4月1日㈮～11日㈪、ただし
先着4名）

市役所5階
501会議室
相談員　近畿税理士
会三木支部の会員

（市）税務課
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80歳になってもご自身の歯でバリバリ食べることができ
たら、これほど幸せなことはありません。「80歳になって
も20本以上自分の歯を残しましょう」と言っても、なかに
は「何をいまさら歯磨きなんて…歯なら毎日磨いている…」
と思われる方もおられます。
歯並びの良し悪しは、むし歯や歯周病に関係し、歯並び

が悪いと進行も早いです。また、歯の本数が平均より少な
い人ほど、糖尿病・脳梗塞・がんなどの重い病気が多く見
られることがわかってきました。さらに、歯の本数が多い
高齢者ほど、医療費が少なくて済むこともわかりました。
そのためにも「かかりつけ歯科医」での定期的なメンテ

ナンス（定期健診）が必要です。あなたに合ったブラッシ
ング指導や食生活指導を行い、口の健康をサポートしてい
ます。あなたに合った「かかりつけ歯科医」を見つけ、素
敵な笑顔で健康な長寿を楽しみたいものです。

健　康
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三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

当番医および診療科目は変更する場合がありますので、当日の新聞または事前に
医療機関へ確認してください。緊急時のみ利用してください。

4  月
休日当番医・小児科救急当番医・休日歯科診療

日 月 火 水 木 土金

3 4 6 985 7
【精・神内】羽賀神経内科医院
志染町西自由が丘1丁目840  ☎85－1050

【整・リウ】夢愛クリニック
志染町西自由が丘1丁目840  ☎84－3739

歯科診療
藤本小児科内科産婦人科クリニック
緑が丘町西2丁目2－5  ☎85－6262

小児

成田青山診療所
志染町青山3丁目28－2  ☎89－8735

小児

10 11 13 161512
【内】谷口クリニック
緑が丘町東2丁目2－1  ☎84－2000

【外･脳外･整】服部病院
大塚218－3 ☎82－2550

歯科診療
小児科神沢クリニック
福井3丁目15－17  ☎83－5950

小児 14
かわい子どもクリニック
志染町中自由が丘1丁目560  ☎85－8466

小児

24 25 27 302926
【内】みきやまリハビリテーション病院
大塚1丁目5－89  ☎83－3316

【整】岩本整形外科
志染町青山5丁目9－1  ☎85－7181

歯科診療
小島医院
末広1丁目6－33  ☎82－1057

小児 28
成田青山診療所
志染町青山3丁目28－2  ☎89－8735

小児

17 18 20 232219
【内・小・外】成田青山診療所
志染町青山3丁目28－2  ☎89－8735

【眼】やまだ眼科
志染町青山4丁目13－4  ☎87－0401

【内】山本医院
緑が丘町本町1丁目2－2  ☎84－1755

歯科診療
宮崎小児科内科医院
大村144－12  ☎82－2131

小児 21
藤本小児科内科産婦人科クリニック
緑が丘町西2丁目2－5  ☎85－6262

小児

21

休日当番医

小児科救急当番医

休日歯科診療

午後4時30分まで

午後9時まで

午前11時30分まで

午前9時～正午、午後1時～5時
火・木曜（祝日を除く）
午後6時30分～9時30分

下記のカレンダーに表記

休日歯科診療所（総合保健福祉センター内）
186－0903　■持健康保険証　午前9時～正午

日　　時区　　分 受付時間 会場・問い合わせ

三木市歯科医師会から

【精】精神科　【神内】神経内科　【整】整形外科　　　　【リウ】リウマチ科　【内】内科　　　　　【外】外科　【脳外】脳神経外科
【小】小児科　【眼】眼科　　　　【アレ】アレルギー科　【小神】小児神経科　【消内】消火器内科

兵庫県小児救急医療電話相談　　
①プッシュホン用　1♯８０００
②ダイヤル回線・携帯電話・IP電話用
　1078－731－8899

▶時　間　平日・土曜　　　午後6時～午前0時
日曜・祝日・年末年始

午前9時～午前0時
▶対応者　看護師（必要に応じて医師）

（子どもの急な病気やけがで困った時の相談）
症状への対応方法などの助言や医療機関の紹
介をします。

北播磨小児救急医療電話相談センター
▶電　話　62－1371
▶時　間　午後6時～10時（年末年始、祝日を除く）
▶対応者　看護師

【小・アレ・小神】小児科神沢クリニック　福井3丁目15－17　☎83－5950
【内・消内・外】ほりい医院　志染町青山2丁目5－5　☎85－9914

歯科診療29

小児救急医療電話相談
歯磨きで素敵な長寿を

献
血
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（市）健康増進課からのお知らせ
健康増進課および子育て世代包括支援センターは総合保健福祉センター内にあります。

総合保健福祉センター
☎86－0900

吉川健康福祉センター
☎72－2210

Enjoyマタニティ教室（リラクゼーションコース）【要申込】
■内ストレッチやマタニティヨガを取り入れたリラクゼーション体
操を実施します。
■日4月21日㈭　午前10時～11時30分　      
■場総合保健福祉センター　■申■☎ 86－0900
■対市内に住民登録のある妊婦で、主治医から安静指示が出て
いない妊娠経過が安定している方

■持母子健康手帳、バスタオル

離乳食クッキング【要申込】
■日4月22日㈮　午前10時～午後0時30分
■場総合保健福祉センター　■申■☎ 86－0900
■対市内に住民登録のある乳児の保護者
■費200円
■持母子健康手帳、エプロン
■託■定先12名（■期4月1日㈮～）
～体力測定室、会員登録講習会～
ファースト講習会【要申込】
■日4月28日㈭　午後1時30分～4時30分
■内体力測定、機器を使ったトレーニングの説明など
■場総合保健福祉センター　■申■☎ 86－0900　■期4月25日㈪まで
■対16歳以上　■費1,600円（登録証代含）
■持運動ができる服装、室内用運動靴、タオル、飲料

献　　血
■日4月20日㈬　午前10時～正午、午後1時15分～4時
■場市役所みっきぃホール　

健
　
　
　
　
康

健
　
　
康
　
　
診
　
　
査

4月13日㈬
午後1時～2時

【要予約】
総合保健福祉センター

乳幼児発達専門相談（すこやか相談）
■内子どものことばや精神発達、行動面についての
心配事など

①総合保健福祉センター①4月11日㈪
　午後1時30分～3時

②吉川健康福祉センター②4月13日㈬
　午後2時～3時30分

成人保健相談
■内医師・保健師・栄養士による健康相談・健診結
果相談・保健相談・栄養相談・血液検査・血圧
測定・尿検査など
血液検査1,000円（要予約）

不妊・不育専門相談
■内妊娠しても流産を繰り返す習慣流産「不育症」
などに関すること

電話相談　 4月2日、16日（第1、3土曜）
午前10時～午後4時
面接相談　4月9日、27日（第2土曜、
第4水曜）　午後2時～5時

（県）男女共同参画センター
電話相談　1078－360－1388
面接予約　1078－362－3250
【要予約】（面談日の5日前まで）

相　　談 日　　時 会場・問い合わせ

健
　
　
　
康
　
　
　
相
　
　
　
談

乳児集団健康診査
　対象者には10日前までに案内文を送付
■日4月27日㈬　受付は午後1時～2時　      
■場総合保健福祉センター
■対平成27年12月生まれの乳児（平成27年11月生まれで、まだ
受診していない方も受けられます）
　次回の予定　5月25日㈬
１歳６カ月児健康診査
　対象者には10日前までに案内文を送付
■日4月14日㈭　受付は午後1時～2時      
■場総合保健福祉センター　　      
■対平成26年9月生まれの幼児
　次回の予定　5月19日㈭
３歳児健康診査
　対象者には10日前までに案内文を送付 
■日4月15日㈮　受付は午後1時～2時      
■場総合保健福祉センター
■対平成25年3月生まれの幼児
　次回の予定　5月20日㈮

母子健康手帳の交付・妊婦健康診査費の助成
■内母子健康手帳交付時に妊婦健康診査費の助成申請を受付します。
■対妊婦
■持印鑑・領収書の原本・預金通帳等振込先が確認できるも
の、マイナンバー（個人番号）が確認できるもの

妊産婦・乳幼児健康相談　
■内身体測定、育児・母乳・栄養・歯科相談

4月18日㈪
午前10時～11時30分

総合保健福祉センター

①HIV抗体・肝炎ウイルス検査・相談
匿名で証明書の発行はできません。

4月7日、21日（第1、3木曜）
午後1時30分～2時20分

【要予約】
（県）加東健康福祉事務所
健康管理課
①☎0795－42－9436
②☎0795－42－9365②専門栄養相談 4月1日（第1金曜） 

午後1時30分～3時

記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

母
　
子

母
　
　
　
子

▶申請方法　母子健康手帳交付時に申請のうえ交付し
ます。

▶すでに交付を受けている方　すでに交付済みで4月1
日現在も妊娠中の方には3月下旬に郵送で助成券の
追加交付を行っています。

妊婦健康診査費の助成額を増額
市では安心して出産を迎えられるよう妊婦健診の費用を一部助成しています。
4月から1,000円の助成券を7枚追加し、上限額を105,000円に増額します。

■問（市）健康増進課　☎86－0900
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町ぐるみ健診
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■問（市）健康増進課　186－0900

早期発見のため、がん検診を！

〈表３〉　口腔がん検診日程

〈表２〉　集団健診（検診）日程
（注）託児は予約が必要です。

月

6

7

9

10

11

12

日

健診（検診）日 健診（検診）項目

曜日 歯周
病　 乳

会　　場託児
（注）

時間
区分

申込締切日
（消印有効）

4/18㈪

4/25㈪

5/9㈪

7/11㈪

8/8㈪

8/15㈪

9/12㈪

10/3㈪

全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
半日
半日
半日
半日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日
全日

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

子宮基本・肝炎・肺・胃・
大腸・前立腺・骨

口吉川町公民館  
細川町公民館  
別所町公民館
志染町公民館  
青山公民館

総合保健福祉センター

総合保健福祉センター

総合保健福祉センター

総合保健福祉センター

吉川総合公園

緑が丘町公民館

自由が丘公民館  

受付時間　全日：午前8時30分～11時30分・午後1時30分～3時
　　　　　半日：午前8時30分～11時30分
　＊申込状況により受付時間が変更になる
　　場合があります。

検 診 日 時　　間 会　　場 申込締切日
（消印有効）

午前8時30分～11時30分
午後1時～3時30分 総合保健福祉センター

5月23日㈪

9月12日㈪

月 日 曜日

7

8

11

26
28
1
4
7
8
9

火
木
月
木
月
火
水

最初の申込締切は4月18日

22
23
24
26
5
6
8
12
13
22
24
7
8
9
13
14
14
16
17
23
24
17
18
19
20
7
18

水
木
金
日
火
水
金
火
水
金
日
水
木
金
火
水
金
日
月
日
月
木
金
土
日
水
日

－
－
－
○
－
－
－
－
－
－
○
－
－
－
－
－
－
○
－
－
－
－
－
－
○
－
－

○
○
○
○
×
×
×
○
○
○
○
×
×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

×
×
×
○
×
×
×
×
×
×
○
×
×
×
×
×
×
○
×
○
×
×
×
×
○
×
○

×
○
×
○
×
×
×
×
○
×
○
×
×
×
×
×
×
○
×
○
×
○
×
×
○
○
○

＊口腔がん検診専用のはがきで申し込んでください。

4月上旬にお送りするオレンジの封筒に
同封している「町ぐるみ健診のお知らせ」
6ページ「個別健診指定医療機関一覧」の
たまおか医院では胃がん検診は受診でき
ません。お詫びのうえ訂正します。
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を受けましょう！ がんの　

※１　40歳～74歳の方が基本健診を受診する場合は「特
定健康診査受診券」が必要です。健診日までに準備し
てください。ただし、三木市国民健康保険加入者は
40･50･60歳と70～74歳の方のみ必要です（市から「特
定健康診査受診券」を送付します）。社会保険等の被
扶養者の方で特定健診を受診できるのは、ＪＡ兵庫厚
生連と契約（集合契約Ｂ）している健康保険組合に加
入している方です。受診料は加入の健康保険組合が定
めた額になります。

※２　胃の健康度チェックは、無料対象者の方も有
料（2,000円）です。
※３　乳がん検診は、集団健診ではマンモグラフィの
み、個別健診ではマンモグラフィとエコーがありま
す。同一年度内に、マンモグラフィとエコーの両方
は受診できません。  

対象外でも自己負担で受診できる項目があります。
詳しくは、4月上旬に送付する「町ぐるみ健診のお
知らせ」を確認してください。 

●年齢によって、受診できる項目が異なります
詳しくは〈表1〉をご覧ください。
●集団健診を受診する場合は、事前に予約が必要
です〈表2〉
4月上旬に各家庭に送付する「町ぐるみ健診のお
知らせ」に同封している集団健診専用受診申込書
で、各健診日の申込締切日までに申し込んでくだ
さい。（申込多数の場合は抽選）

生活習慣病の予防とがんの早期発見のために、今年度も「町ぐるみ健診」が6月から始まります。
自身の健康管理のため、ぜひ受診しましょう。
今年度の町ぐるみ健診の主な内容は、次のとおりです。

〈表１〉　年齢別受診項目一覧
（年齢は平成29年3月31日現在）

16歳以上39歳以下
（全市民）

区　　　分

○ × × ○

○

○○

○ ○ ○ ○ ○○

○ × × ×

基本
（特定）
健診

肝炎

歯周
病　

肺 アス
ベスト 大腸 子宮

マンモ

乳※3胃

エコー
（個別のみ）バリウム 健康度※2

前立腺骨粗しょう
症　　　

未受診
者は可

○
（特定健診）
※１

未受診
者は可

40歳以
上奇数
年度生
まれの
方　　

40・45・
５０・55・
60・65・
70歳

35歳
以上

個別
のみ

20歳
以上

20歳
以上

50歳
以上

30・35
歳

40歳以上74歳以下
（特定健診は三木市国
民健康保険加入者、
社会保険等被扶養者）

75歳以上（全市民） ○ ○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ×

「○」は受診できる項目、「×」は受診できない項目。「○」、「×」以外は受診できる条件を記載しています。 

ぐ
町

み
る

診
健

口腔
がん

●口腔がん検診のみの日を設定しています〈表3〉
口腔がん検診専用のはがきで申し込んでください。
●年4回託児を実施します
育児中の方にも健診を受けやすいように、託児
を実施します。集団健診専用受診申込書の「託
児」を丸で囲んでください。
●40・50・60歳および70歳以上の方はがん検診等
の受診料が無料です。
●三木市国民健康保険加入者の40・50・60歳およ
び70歳以上の方は基本（特定）健診が無料です。
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教室・講座名 日　時 場　所 参加費 備考（対象・定員など） 問い合わせ・申込

募集, 教室・講座三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

■対市内の小学㋐3･4年生
㋑5･6年生

■定㋐4名程度㋑6名程度

土曜、全10回
4/9～
18：30～

3,000円

①ジュニアソフトテニ
ス教室
■申■☎■窓　■期 4/1㊎～
（先着順、4/4㊊までに定
員を超えると抽選）

①～③
（市）文化スポーツ
振興課　スポーツ
振興グループ
②市テニス協会　
浅川さん
☎85－0567
③市ソフトテニス
協会　三木さん
☎090－1955－6469

三木山総合公園
テニスコート

■対市内在住･在勤･在学で
16歳以上の方
■申■☎■窓

土曜、全10回
4/16～
8：30～10：30

5,000円②市民テニス教室

■対市内在住・在勤・在学
の方
■申■☎■窓

日曜、月2回程度
4/24～
8：30～12：30

300円/回③吉川ソフトテニスス
クール

吉川総合公園
テニスコート

■対市内在住・在勤の35
歳未満の方

■定①④各15名、②⑤各
20名、③10名

■申■☎■窓
■期～4/22㊎

5月～平成29年2
月（⑤は5～9月） 1,000円/月

（教材費等
別途必要、
初回に全額
集めます）  

勤労青少年福祉事業
定期講座

サンライフ三木
☎83－3010
申込が4名以下の場
合は開講しません。

①③三木南交流
センター

②④サンライフ
三木

⑤三木山総合公
園テニスコート

①着付け　火曜　19：00～
②華道　　水曜　18：00～
③茶道　　水曜　19：00～
④ジャズダンス　水曜　20：00～
⑤硬式テニス　　水曜　18：30～

■対どなたでも
■申■☎■FAX■*氏名、住所、電
話番号を明記。

■期～4/21㊍

4/22㊎
10：00～11：00 無料映像で学ぶ！

はじめての「成年後見
制度」
成年後見制度の内容と後見
人の役割について上映。

三木市成年後見支
援センター
☎83－0226
686－0860
*chiiki@miki.or.jp

総合保健福祉セ
ンター

☆出前講座　随時受付中
地域の自治会や老人会などに出向いて成年後
見制度について説明会を行います。

■対 iPad・iPhoneに関心
があり、下記の講座の
受講を希望する方

■定先各16名（申込が6名
以下の場合は開講しま
せん）

①4/11㊊
11：00～12：00
②4/18㊊
11：00～12：00

無料

熟年層・主婦層向け
iPad体験講座・iPhone
入門講座の説明会
iPad・iPhone操作のデモと
講座内容の説明。

中央公民館
☎82－2007 
■申■☎■窓

iPadは全て教室で
用意します。2人で
1台のiPadを使用
します。

中央公民館

■対おおむね40歳以上で
iPhoneの活用方法を
学びたい方

■定先16名（申込が7名以下
の場合は開講しません）
■持  iPhone

4カ月コース 4600円/月熟年層・主婦層向け
iPhone入門講座
iPhoneの通話やメール以外
の活用方法を紹介します。
10月以降iPhone活用講座
を開講予定。

月③コース15：30～17：30
5/9，16，23　6/6，13，20
水①コース10：00～12：00
5/11，18，25　6/8，15，22
7月以降の日程は講習内で案内します。

■対おおむね40歳以上で
パソコンなどで日本語
文字入力ができる方

■定先16名（申込が7名以下
の場合は開講しません）

2カ月コース 4600円/月熟年層・主婦層向け
iPad体験講座
iPadの基本操作を中心に情
報検索や動画・写真撮影など
を学びます。
6月以降iPad活用講座を開
講予定。

月①コース10：00～12：00
5/9，16，23　6/6，13，20
火③コース15：30～17：30
5/10，17，24　6/7，14，21

■対市内在住の60歳以上
■定33名
■申■☎■窓抽
■期4/5㊋～7㊍（8:30～）

①4/18㊊
10：00～11：30
②4/19㊋
8：50～17：00

③4/25㊊
10：00～11：30

無料（②は
別途負担金
が必要）　

高齢者生きがいセミナー
高齢者生きがいセミナー
①映画鑑賞「家で死ぬという
こと」
②但東町の観光地を訪ねて
③講演「平成28年度主要施
策について～高齢者の幸
せを願って～」

高齢者福祉センター
☎86－0800

高齢者福祉セン
タ－ほか

教室・講座名 日　時 場　所 参加費 備考（対象・定員など） 問い合わせ・申込
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記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

■対どなたでも
火曜・土曜
4/2～30
10：15～12：00

無料
（入場料別
途必要）

水泳アドバイザーによる
クリニックアワー

三木山総合公園
屋内プール
☎83－4442
■休木曜

三木山総合公園
屋内プール

■対4歳～
■定各8名
■申■☎■窓
時間などの詳細は右記ま
で問い合わせてください。

キッズ
水（1時間）
ジュニア①
月、水（1時間）
ジュニア②
月（1時間）
強化Ｓ
水（3時間）
一般　初級～中級
月、水、金（1時間）

キッズ・ジ
ュニア①　
4,400円/月
ジュニア②・
一般
6,400円/月
強化Ｓ　　
8,400円/月

三木山テニススクール
初めて～中級の方に分かれ
てレッスンします。
各クラス月4回
各コース先着5名限定
｢体験料無料（初回のみ）｣
大好評受付中

三木山総合公園
テニスコート
☎83－4309
■休木曜

三木山総合公園
テニスコート

内　　容 募集期間 応募資格 募集数 応募方法 問い合わせ

■申■■窓■郵右記、堀光美
術館、各市立公民
館にある応募用紙
に必要事項を記入
し、右記まで提出。

～4/20㊌

3名
以内

美術館協議会委員
堀光美術館の運営に関して協
議します。
任期：5月～H30/４月
会議開催回数：年2回程度

（市）文化スポーツ振
興課　文化芸術グ
ループ

㋐美術館の運営に関心のある方
㋑18歳以上で市内在住･在勤･
在学の方

㋒市議会議員や市職員でない方
㋓市で設置する他の審議会等の
公募委員でない方

■申■窓■郵右記、各市立
公民館にある応募
用紙に必要事項を
記入し、右記まで
提出。

3名
以内

文化財保護審議会委員
市指定文化財の指定や保存・
活用について調査審議します。
任期：6月～H30/5月
会議開催回数：年2回程度

（市）文化スポーツ振
興課　歴史･美術の
杜グループ

㋐文化財に関しての専門的な知
識を持つ方

㋑～㋓は上記と同じ

2名
以内

市史編さん委員会委員
三木市史の編さんの編集方針
や内容等を審議します。
任期：6月～H30/5月
会議開催回数：年2回程度

（市）文化スポーツ振
興課　市史編さん
グループ

㋐市史編さんおよびまちづくり
に関心のある方

㋑㋒は上記と同じ

■申■■窓■郵右記、各市立
公民館にある応募
用紙に必要事項を
記入し、課題を添
えて右記まで提出。

～4/22㊎

2名

防災会議委員
女性の目線を取り入れた防災
対策を講じます。
任期：5月～H30/3月
会議開催回数：年1、2回程度

（市）危機管理課 　
防災・危機管理グル
ープ

市内在住で三木市の防災に関心
のある女性

■申■■窓■郵右記、各市立
公民館にある応募
用紙に必要事項を
記入し、右記まで
提出。

3名

サンライフ三木運営委
員会委員
サンライフ三木の運営につい
て審議します。
任期：6月～H30/5月
会議開催回数：年1、2回程度

（市）商工観光課
商工振興グループ

㋐サンライフ三木の運営に関心
のある方

㋑18歳以上で市内在住・在勤
の方

㋒㋓は上記と同じ

委員募集 応募用紙は市ホームページからもダウンロードできます。

「屋内プール個人使用利用券」の利用は6月29日㈬をもって終了します。（詳細は17ページ参照）。

■申■■窓右記、市民活動
センター、各市立
公民館にある応募
用紙に必要事項を
記入し、右記まで
提出。

～4/28㊍ 2名

市民活動支援事業審
査委員
「市民活動支援事業」に応募
のあった事業を審査します。
任期：6月～H30/3月
会議開催回数：年3回程度

（市）市民協働課
市民交流・NPO育成
グループ

㋐市民活動に関心がある方
㋑～㋓は上記と同じ
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■問・■申 （市）就学前教育・保育課　監査・指導グループ

職　　　　種 賃金単価 （円）応募資格 勤務場所 勤務日 勤務時間採　用
予定数

■期随時　▶試験日　随時　▶試験内容　面接　■申■窓■郵履歴書、資格証（写し）を提出。

保育士○嘱
担任

（月～金）7：30～18：00
（土）7：00～19：00 181,800/月

賞与･社保あり
経験年数反映

保育士資格を持つ方 公立保育所 月～土曜
の内5日
1日の内
7時間45分

3名

嘱託職員＝○嘱・アルバイト＝○ア

保育所・認定こども園・幼稚園　職員募集

みきで愛婚活応援団を募集

三木金物ニューハードウェアを募集

幼稚園臨時教職員○嘱
担任 8：15～16：45

181,800/月
賞与・社保・昇給あり
経験年数反映

幼稚園教諭免許状を
持つ方

月～金曜

2名 公立幼稚園

■対申請者が企画開発し、製品の機能を果たす上で
最も重要となる部分が市または隣接市町で生産
された①～⑤のいずれかに当てはまる製品のう
ち、特に新規性の優れたもの。
①利器工匠具類　②建築金物類
③作業工具およびその他工具類
④機械及び機械部品ならびに取付具
⑤三木金物産業および三木金物関連産業の振興
に寄与する製品

■期 4月28日㈭まで　▶応募数　1社3点以内
■申■窓下記や市ホームページにある応募用紙に必要
事項を記入し、製品を添えて提出してください。

■問・■申  (市)商工観光課　かなもの振興グループ

▶登録条件
①非営利目的で出会いの場を提供できる企
業、団体等であること
②同様のイベントを実施した実績があること
③イベントの企画から申込受付や問い合わせ
対応、当日の実施、事後の実施報告まで、
主催者として責任を持って対応ができること

■期随時

みきで愛（出会い）サポートセンターでは出会いの機会を求める独身男女向けに、
非営利目的で出会いイベントを企画・実施する企業、団体などを募集しています。

■問・■申  みきで愛（出会い）サポートセンター（（市）縁結び課）　☎82－8833
　　:http://www.mikideai.jp/

■申■窓下記または当センターホームページにある
登録申込書や誓約書のほか、必要書類を提出
してください。
・結果は審査のうえ、メールでお知らせしま
す。
詳細は当センター
ホームページをご覧
ください。

▶応募資格　市内に住所と主たる事業所がある個
人または本店がある法人で、市税を完納し、か
つ次のいずれかに該当する場合
①自社の生産設備があり、対象製品の製造業を営む
②対象製品の企画開発を自ら行い販売する卸売
業を営む

◀
平
成
27
年
度
認
定
製
品

保育教諭○嘱
担任

保育士資格または幼
稚園教諭免許状を持
つ方

3名 （月～金）7：30～17：30
（土）7：30～19：00

公立認定
こども園

保育士○ア
①週休代替
②早出選任

①7：30～18：00の
内7時間30分
②7：00～10：00

①7,940/日
②1,110/時
賞与・社保あり

保育士資格を持つ方①②
各1名 公立保育所
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記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6
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募　集三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

内　　　　　容 募集期間 応募資格 募 集 数 応募方法 問い合わせ

人権教育団体（活動助成
事業）
人権教育活動を行う団体に対し、
年間10万円を上限に3年間助成
します。

右記まで問い合わせてくだ
さい。

市民が主体となり人権
に関わる活動を行う
10名以上の団体

～4/30㊏ 2団体 総合隣保館
☎82－8388

みっきぃ援農隊
黒大豆とさつまいもオーナー
黒大豆とさつまいものオーナー
を募集します。
■場口吉川町桾原
植付け：6/18㊏　収穫:10月中旬
（日程は天候等で変更する場合が
あります）

■申■■窓■郵■FAX右記にある申込用
紙に必要事項を明記。

どなたでも
■費黒大豆枝豆
2,500円/区画
（苗10本）
※乾燥黒大豆は別途
500円/区画が必要。
さつまいも
1,000円/区画（苗5本）

～4/22 ㊎
先着　　
100区画

（市）農業振興課
農業政策グループ
682－9613

スナッグゴルフペア講習会
■日4/23㊏　9：00～12：00
■場三木ホースランドパーク
　緑の広場

■申■■窓■郵■FAX右記、各市立公民
館にある申込書に必要事
項を明記し、右記まで提
出。

小学生以下の子どもと
その保護者～4/20㊌ 先着30組

（市）文化スポーツ
振興課　スポー
ツ振興グループ
683－3699

市史編さんボランティア
■申■■窓■FAX右記、各市立公民館
にある申込用紙に必要事
項を明記し、右記まで提
出。

市史編さんに関心があ
り、ボランティアとして
活動する意思がある方

随時 特にあり
ません　

（市）文化スポー
ツ振興課　市史
編さんグループ
683－3699

住宅簡易耐震診断
必要書類などは事前に問い
合わせの上、右記までお越
しください。

昭和56年5月以前に
建築した住宅 （プレハ
ブ住宅を除く）

～12/28㊌

20件

（市）建築住宅課
建築グループ

住宅耐震改修工事費補助
「ひょうご住まいの耐
震改修促進事業」の補
助金を受ける方

5件

住宅建替工事費補助 耐震性の低い住宅の建
替え工事をする方～6/30㊍ 5件

防災ベッド等設置補助
耐震性の低い住宅に市
の指定する防災ベッド
等を設置する方

3件

一般幹部候補生
試験日：5/14㊏、15㊐
（飛行要員のみ）

詳しくは右記まで問い合わ
せてください。

平成29年4月1日現在
22～25歳（院卒また
は予定者は27歳まで）

～5/6㊎ 特にあり
ません　

自衛隊兵庫地方協
力本部
加古川地域事務所
☎079－426－3290

自衛官幹部候補生
（①歯科②薬剤科幹部候補生）
試験日：5/14㊏
入校時期：平成29年3月下旬～
4月上旬

①専門の大学卒（見込み
を含む）平成29年4
月1日現在20～29歳
②専門の大学卒（見込み
を含む）平成29年4
月1日現在20～25歳
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催し, 子育て三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000

別所町公民館4/12㊋

細川町公民館4/26㊋

児童センター4/27㊌

吉川児童館4/28㊍

自由が丘公民館4/13㊌

緑が丘町公民館4/21㊍

子育てキャラバン 児童センター
☎82－2069
児童センターはい
つでも遊べます。

開館時間
9：00～17：00
※12:00～13:00
は食事室のみ使用
できます。
申込受付時間
13：00～16：30

保育士による絵本の読み聞かせやふれ
あい遊び、手遊びなど
親子で楽しいひと時を過ごしませんか。
色んなスタイルの「子育てキャラバ
ン」があります。選んで参加してくだ
さい。

■持お茶、上靴、タオルなど

時間は10：00～11：30
青山は  9：30～10：50
志染は10：00～15：00

児童センター4/7㊍
おもちゃで遊ぼう

お知らせ
午前7時の時点で
三木市に警報は発
令されている場合
は、予定している
事業は中止します。

■休第4木曜（4/28）

市役所

駐車場

児童
センター

位置図

文化
会館

図書館

教育センター1F

内　　　容 日　時 場　所 備考（対象・定員など） 問い合わせ

みんなで遊ぼう
つくって遊ぼう

4/18㊊
14：00～16：00

青山公民館
■対4歳～小学生
小学生未満は要保護者同伴。
初回参加時に登録手続きをします。

ママのおしゃべり
タイム

■対子育て中の方ならどなたでも
妊娠中の方も一度見学にお越しく
ださい。

①志染町公民館
②自由が丘公民館

①4/4㊊
②4/15㊎
10：30～12：00

母親リフレッシュ教室
美ラインストレッチ
■講山口藤世さん

■対乳幼児を持つ母親
■定先16名　■申■☎■窓
■託1歳以上（■期～4/8㊎）

児童センター

4/22㊎
10：00～11：30

ファミリーDay
みんなでこいのぼりを
作ろう

■対どなたでも
■持お茶、動きやすく汚れてもよい服装

4/17㊐
10：00～11：30

子育てセミナー
トイレトレーニング
はじっくりゆっくり
■講吉井満寿美さん

■対乳幼児を持つ親
■定先20名　■申■☎■窓
■託1歳以上（■期～4/11㊊）
乳児同伴可、幼児同伴要相談

教育センター
4/25㊊
10：00～11：30

チャイルドシートの
「引き取り」＆「貸し出し」

ボランティアによる貸し出しです。
貸し出しは事前申込が必要。（シート
の寄贈をお願いします）

市役所北玄関4/23㊏
9：30～11：00

（市）環境政策課
交通防犯グループ

親子の絆づくり講座
ＢＰプログラム
「赤ちゃんがきた！」 
「親子の絆づくり」と「子ど
もの心の安定根づくり」、
「子育ての仲間づくり」を目
的とした講座です。

■対生後2～5カ月の乳児（第1子に限
る）と母親

■定先10名　■申■☎■窓
■期～4/28㊍
■費テキスト代860円

市民活動センター

全4回、金曜
5/13,20,27,
6/3
13：30～15：30

神和認定こども園
☎82－7363

やってみよういろいろ体験
作って遊ぼう

■対小学生
■持お茶

吉川児童館

4/16㊏
10：00～11：30

吉川児童館
☎72－2220

開館時間
火～土曜
9：00～12：00
13：00～16：30
申込受付時間
13：00～16：30
■休日・月曜、祝日

ベビーマッサージ
■講寺尾直美さん（助産師）

■対3～4カ月の乳児と母親
■申■☎■窓
■持母子手帳、バスタオル、お茶

4/19㊋
10：30～11：30

赤ちゃんあつまれ 4/20㊌ 児童センター

4/14㊍ 青山公民館

■問 三木市観光協会
　183－8400

見
ご
ろ
聞き きど こちらからホーム

ページをご覧いた
だけます。
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●古式鍛錬　■場金物資料館横（上の丸町）
■日4月3日㈰　午前10時～
■内小刀の古式鍛錬を披露。

●お花見弁当・和菓子等の予約販売
観光協会で期間限定の花見弁当と和菓子を販売。今年
は三木にちなんだ食材を使った「よってこって弁当」
が新登場（よってこって弁当のみ4月11日以降も販売）。
■申■☎■窓3日前までに注文してください。
■期4月10日㈰まで

●金剛寺春まつり
■場金剛寺（大村）
■日4月10日㈰
午前10時～
■内大般若経の転読や柴

さい

燈
とう

護摩、午前11時20分から
鬼追式。

●観光ふれあい定期市（第3日曜）
■日4月17日㈰　午前10時～午後1時
■場観光協会前（雨天決行）
■内地元の新鮮野菜や海産物の販売、喫茶休憩コー
ナーなど。

●旧玉置家住宅　入場無料
開館時間　午前10時～午後4時　■休火曜
◎甲

かっ

冑
ちゅう

展示
■日4月17日㈰～5月5日㈭
■内三木甲冑倶楽部が作製
した甲冑を展示します。

◎三木古文書塾
■日4月20日㈬
午前10時～正午

■定20名程度
■費500円　■申■☎■窓
■期4月15日㈮まで
■内市内の古文書を教材に実習します。

●旧小河家別邸　入場無料
開館日　土・日曜　午前10時～午後4時

●季節の花情報　ツツジ（八雲神社）
別所町花尻の八雲神社で群生するコバノミツバツ
ツジが4月中旬に満開を迎え、下旬まで楽しめます。
三木山森林公園、三木ホースランドパーク、志染
町青山の市道、緑が丘幹線沿いでもツツジが楽し
めます。

●三木合戦軍図絵解き
■日4月17日㈰　午前10時～、午後0時30分～
■場法界寺（別所町東這田）
■内法界寺に伝わる3
幅の絵図を指しな
がら秀吉の3大城
攻めとして有名な
三木合戦の模様を
語ります。また、
同日歴史ウォークも開催されます（31ページ参照）。

記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

▲Android用▲iPhone用

三木市観光アプリ「みきマルまるナビ」配信開始

観光スポット・イベント・地元の店舗で使えるお得なクーポン情報などが満載。
右記からアプリをダウンロードし、観光やまち歩きなどに活用してください。
詳細は観光協会ホームページをご覧ください。

※アプリ利用料は無料。ダウンロードやご利用時の
　通信料は利用者負担。
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イベント名・内容 日　時 場　所 問い合わせ

催　し三木市役所・〒673－0492  上の丸町10－30・182－2000
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～4/2㊏
9：00～17：00

写真展 第3回展示会
ハギハラ写真研究会による展示

（市）財政課 財産管理グ
ループ
詳細は問い合わせてくだ
さい。

市役所 みっきぃホール
7㊍13：00から
12㊋15：00まで4/7㊍～12㊋

9：00～17：00
第13回展示会（絵画・書・アート工芸・写真）
五彩会による展示

4/16㊏～29㊎第2回色鉛筆画個展
椎英治さんによる展示

4/15㊎～5/8㊐

企画展 別所公春まつり共催
第18回アート・フェス公募展
ミニアチュール部門と木版画部門の入賞・入選作品を
展示します。 堀光美術館

☎82－9945

堀光美術館
■休月曜

応募受付期間
5/18㊌～20㊎

創作万華鏡フェスティバルⅡ～Artからの接近～
一般参加作品を募集します。詳細は右記まで問い合わ
せてください。

4/29㊎
13：30～14：30

DVD上映会 「ムーミン谷の彗星」
多人数になった場合は入場を制限します。

中央図書館
☎83－1313

中央図書館 視聴覚室

4/24㊐
10：00～14：20春の下水道施設見学会 加古川上流浄化センター

☎63－5554
加古川上流浄化センター
（小野市黍田町398－2）

4/23㊏
11：00～

よしもとの落語 月亭二人会
出演：月亭方正、月亭八光

文化会館
☎83－3300
有料です。詳細は問い合
わせてください。

文化会館
7/31㊐
13：00～、17：00～三山ひろしコンサート 気鋭の道

4/14㊍～5/10㊋喜多万紀子大作展－音響からPATIOへ
県立三木山森林公園
☎83－6100
■申■☎■窓
■期 5月分は4/2㊏9：00～。
4/2㊏は☎のみ。
詳細は問い合わせてく
ださい。
■休水曜

森の風美術館

4/23㊏～5/22㊐愛鳥週間ポスター展 森の文化館 展示ホール

4/3㊐アンサンブルコンサート（申込受付中） 森の文化館 音楽ホール

5/3㊋春の茶会 新緑の公園でお茶を…（申込不要） お茶室 成蹊閣

5/5㊍ＧＷイベント 森のクイズに挑戦！（申込不要） 森の文化館前

5/15㊐三木山フォルクローレ音楽祭＆楽木市（申込不要） 音楽ホール、エントランス広場

5/21㊏三木山をもっと楽しみ隊 森のガイドツアー 森の研修館 研修室

5/29㊐竹を使って竹馬と竹ぼっくりを作ろう 森の小劇場

4/3㊐～9㊏第25回神戸オープンテニス2016
ブルボンビーンズドーム
☎85－8413ブルボンビーンズドーム

4/28㊍～5/1㊐DUNLOP KOBE OPEN2016
国際車いすテニストーナメント

4/17㊐第7回三木総合防災公園スプリングマラソン大会 県立三木総合防災公園
☎85－2201

第2陸上競技場、園内一円

4/23㊏,29㊎,30㊏第11回兵庫のじぎく大会（野球） 野球場

4/22㊎～24㊐第18回みっきぃホースフェスティバル馬術大会
三木ホースランドパーク
☎0120－816－892

エクウスの森

5/5㊍こどもの日記念・新緑の森散策と竹パン作り ミオの森
■申■☎■窓　■期 4/1㊎～5/7㊏春のちびっこアウトドア教室

4/2㊏～15㊎朝倉義弘鉛筆画・藤田悠真書道展
朝倉義弘さん、藤田悠真さんによる展示 ・さんさんギャラリー オ

アシス　☎87－2633
・緑が丘町公民館
（市）市民協働課　地域
まちづくり担当
☎85－7011

さんさんギャラリー オ
アシス（緑が丘サンロー
ド商店街内）
■休水曜

4/30㊏～5/6㊎高橋孝男（陶芸・絵画）慶子（絵画）二人展
高橋孝男さん、慶子さんによる展示

日頃の感謝の気持ちを込めて、店内や店頭
野菜専用レジで1,000円以上お買い上げ毎に
100円のお買物券を進呈します。家族や友達
をお誘いのうえ、ご来店ください。
■日 4月1日㈮　午前10時～午後4時30分
■場MIKI夢ステーション
■内えぷろん日替り定食＆弁当、地元店のパン・
回転焼・肉・魚、千円均一シューズ＆バッグ、
春の寄せ植え、ポットの花などを販売
■問MIKI夢ステーション（旧三木鉄道駅跡）
☎88－8790
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別所ふるさと交流館　188－8035 山田錦の館　176－2401
●刃物研ぎ
　■日4月15日㈮　午前9時30分～11時
■費包丁類 450円～、ハサミ類 550円～
●餃子定食の日（さとの会による餃子の販売）
■日4月8日㈮、22日㈮　午前11時30分～
■費餃子定食 500 円、餃子持ち帰り 300 円（7個）
●混声合唱団「わいわい・がやがや」■費無料
■日4月2日㈯、23日㈯　午前10時～11時40分　

●第2回三木山音楽祭　■日 4月3日㈰（要チケット）

●刃物研ぎ
　■日 4月3日㈰、17日㈰　午前9時～11時30分
●味噌づくり教室（彩雲みそ加工グループ）
■日 4月17日㈰　午前10時～正午
■定先20名　■申■☎■窓　■費3,500円
■持作った味噌（山田錦みそ5㎏）を入れる容器、エ
プロン、三角巾、マスク、使い捨てビニール手袋

●タイヤ安全プロジェクト　■日4月9日㈯
●播州織ストールフェア　■日4月30日㈯、5月1日㈰
●はじめてのお家探しフェア　■日4月30日㈯、5月1日㈰
●刃物研ぎ　■日土曜　午前8時～11時

メッセみき（道の駅みき隣）186－9500

記号の意味　■日日時　■場場所　■内内容　■費費用　■対対象　■期募集・受付期間　■持持ち物　■講講師　■託託児　■休休み
■申申込（■☎電話　■窓窓口　■郵郵便　■FAXファックス　■*E-mail　■:インターネット）
■定定員（先先着　抽定員を超えると抽選）　■問問い合わせ（☎電話番号・　ファックス・*E-mail）6

み き 元 気 マ ル シ ェ

出店者を募集

道の駅みき　186－9500

6周年
MIKI夢ステーション感謝祭

第1回歴史ウォーク（史跡見学会）
　（国史跡）這田村法界寺山ノ上付城跡コース

法界寺の背後の山頂に位置する這田村法界寺山ノ上付城跡か
ら朝日ヶ丘土塁（多重土塁）、高木大塚城跡までを巡ります。
同日「三木合戦軍図絵解き」も開催されます（29ページ参照）。
■日 4月17日㈰
　集合①午前11時30分
　　　②午後1時
■場集合　法界寺
※雨天・雨天が予想される場合
は中止することがあります。
申込不要。当日集合場所へお
越しください。

■問（市）文化スポーツ振興課　歴史・美術の杜グループ

■問・■申みきマルシェ実行委員会事務局（（市）商工観光課）682－2019

▶募集数
①テント　　　20区画程度
②移動販売車　10区画程度
■費①②各3,000円/区画
※テント、長机、パイプ椅子が必
要な場合は別途要申込。（有料）

■期4月22日㈮まで

■申■窓■郵■FAX（市）商工観光課、
三木市観光協会、各市
立公民館にある募集要
項、市ホームページで
詳細を確認のうえ、応
募用紙を提出してください。

地元の新鮮野菜や特産加工品、グルメなどが集まり、地元商店街と一体と
なったマルシェ（定期市）を開催します。

※同日「レトロヂ2016」「観光ふれあい定期市」を開催。詳細は広報みき5月号に掲載。

■日5月15日㈰　午前10時～午後4時（小雨決行）
■場明盛商店街周辺（歩行者天国）
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●編集・発行：兵庫県三木市企画管理部広報広聴課　〒673－0492　上の丸町10番30号
TEL.（0794）82－2000㈹　FAX.（0794）89－2402

●発 行 日：平成28年4月1日　　http://www.city.miki.lg.jp/

三木市の人口：79,133（－85） 男：38,305（－29） 女：40,828（－56） 世帯数：32,868（－6）（2月末現在）

広報みきは、新聞折込（日刊紙）、宅配
でお届けしています。新聞未講読世
帯の方は左記までご連絡ください。

▶内容
①一般クリニック……………午前11時～午後0時30分
②ジュニアクリニック………午後1時30分～3時
③観覧　・30周年記念式典…午前10時30分～
　　　　・クリニック………午前11時～
　　　　・トークコーナー…午後3時～3時30分
▶対象
①市内在住・在勤・在学の高校生以上で硬式テニス
経験者（中級者以上）
②市内在住・在学の小・中学生で硬式テニス経験者
（ラリーが出来る方）
③どなたでも（市内在住・在学・在勤の方を優先）
※①②同伴者は2名まで観覧可。
▶持ち物　①②硬式テニスラケット、テニスシューズ
▶定員　①②各60名　③1,200名程度　▶参加費　無料
▶募集期限　4月22日㈮（消印有効）

▶募集期限　5月27日㈮　▶応募方法 （市）市民協働課、各市立公民館、市民活動センターにある募集要項
または、市ホームページで詳細を確認し、応募用紙を下記まで提出（持参・郵送・FAX）してください。
■問・■申込みっきぃ夏まつり実行委員会事務局（（市）市民協働課）■FAX82－9755

▶応募方法　往復はがきに下記の内容を明記し、郵送
してください。

往信用表面　〒673－0492
三木市文化スポーツ振興課

往信用裏面　
㋐参加希望区分（一般・ジュニア・観覧）㋑郵便番号
㋒住所　㋓氏名（ふりがな）㋔年齢　㋕保護者氏名
（未成年の場合）㋖電話番号　㋗学校名または事業所名
㋘テニス歴　㋙同伴者氏名

※㋗～㋙はクリニック参加希望者のみ明記。

返信用表面　郵便番号、住所、氏名

返信用裏面　何も書かないでください。抽選結果を印
刷して返送します。

▶応募条件
●応募は１人１通に限ります。
●応募はがきの記載内容に記入漏れなどの不備がある
場合は無効。

●応募者多数の場合は抽選。
●抽選結果は返信用はがきにてお知らせします。
■問・■応募（市）文化スポーツ振興課　スポーツ振興グループ

募 集募 集

まつりで楽しい踊りや演
奏などを披露する出演者
を募集。
▶発表時間　10分以内
（準備・片づけを含む）
▶募集数　12団体程度
（市内優先）
▶費用　2,000円

まつりを彩る出店者を募集。
▶募集数　70区画
テント（3.6ｍ×3.6ｍ）付、
横幕別
▶対象　実行委員会が認め
た県内の団体（市内優先）
▶費用
5,000円/区画（市内団体）
10,000円/区画（市外団体）

来場者の誘導補助や
ステージイベントの
進行補助、ごみ収集
等のボランティアを
募集。

ステージイベント
出演者

出 店 者

会場
ボランティア

▶内容　約3,000発の花火打ち上げ、総踊り、100店舗以上の模擬店・屋台、陸上自衛隊第3音楽隊による
演奏、市民団体によるダンス、楽器演奏等によるステージイベント

▶内容　約3,000発の花火打ち上げ、総踊り、100店舗以上の模擬店・屋台、陸上自衛隊第3音楽隊による
演奏、市民団体によるダンスや楽器演奏等によるステージイベント

みっきぃ　　 まつり2016夏
日時　7月30日㈯　午後3時～（花火は午後8時～） 　場所　県立三木総合防災公園日時　7月30日㈯　午後3時～（花火は午後8時～） 　場所　県立三木総合防災公園

日時　6月4日㈯
　　午前10時30分～午後3時30分
　　（開場：午前10時～）

場所　県立三木総合防災公園
　　ブルボンビーンズドーム

公益財団法人三木市スポーツ振興基金設立30周年記念イベント
ミズノビクトリークリニック

ミズノブランドアンバサダー松岡修造プロによるテニスクリニック


